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1.|ま じめ に

工業教科の指導は,形式上座学と実習に分けて行われている。その中でより重要で中1か的と考えら

れるのは実習である。それは現象や物と直接も、れながら学習が行われるためと考えられる。座学によ

る授業もできるだけ実習と結び付けて指導することが大切であろう。

私たちは,1976(昭 和51)年 3月 に,実験 。実習内容の調査を実施した。その結果,各学科の実習

における基礎的・基本的なテーマ 。内容を整理 し,問題点を考察 した。〔本校『研究報告』第 7号 (1976

年12月 )お よび第 8号 (1977年 12月 )参照〕

その後,1978(昭和53)年に高等学校の学習指導要領が改訂され,工業基礎と工業数理が新たに設

けられた。 しかも,こ れらの科目は行政指導により,工業科共通の必修科目として扱うことが強く求

められた。この改訂に伴ない,各学校の新教育課程が 1982(昭 和57)年の第 1学年から学年進行で実

施 された。上述の新設科 目は,多 くの学校で共通必修科目として導入された。とりわけ,工業基礎

は,製作実習の形で実習の前段階として導入され,内容的にも実習と競合するため,そ の導入の影響

が大きいと考えられる。

そこで,私たちは全国の工業高校で現在行われている工業基礎および実習の内容を把握することが

必要であると考え,そ のためのアンケート調査を企画した。その目的は,第一に,現行の学習指導要

領で新設された工業基礎の内容と実施形態を明らかにすること,第二に各学科の実習 (た だし,機械

科,電気科,電子科,工業化学科,建築科,土木科,情報技術科,電子機械科を対象)の テーマ・内

容を集計し,基礎的・標準的なテーマを明らかにすること,と した。調査は,1987,(昭和62)年 3月 に

実施した。本報告では紙数等に制約があり,工業基礎,電気科 0電子科・工業化学科・建築科の各実

表 1 調査依頼数 と回答数

調 査 対 象 1 調 査 依 頼 数  1 回答 数 1 回答 率

工 業 基 礎

機 械 実 習

電 気 実 習

電 子 実 習

工 業 化 学 実 習

建 築 実 習

土 木 実 習

情 報 技 術 実 習

電 子 機 械 実 習

106

103

95

41
68

55
47

15

9

74
74

68

29

49

42

33
12

5

698%

718
716

707

721

764

702
800
556

教 育 課 程 表 1  106  1 76 1 717

*)こ の研究会は,本調査研究を行うために結成 した。構成員は井上道男,内 田青蔵,尾高広昭,川上純義 ,

橋川隆夫,長谷川雅康であり,責任は長谷川にある。
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習の集計結果を以下に収める。残る機械科・土木科 "情報技術科 。電子機械科の各実習については別

冊 としてまとめる予定である。

なお, この調査研究は昭和61年度文部省牟1学研究費補助金 (奨励研究B)の交付を受けて実 ltiJし た。

この報告は,そ の研究成果の一部である。

2,調 査 方 法 に つ もヽ て

全国の工業高校から,前回の調査で口答された 106校を調査対象校として選んだ。これらは鹿児島県

を除く46都 i首府県に及んでいる。調査票は郵送で配布L工 業基礎については調査対象校全てに対し,

実習については機械科・電気科 。電子科 。工業化学科 a建築科 。土木科 。
1青報技クIF科・電子機械科の

3学科に対 し調査を依頼した。学科別の調査依頼数と巨i答数 。回答率を表 1に示す。

調査項目は,工業基礎の実施状況として実施形態・単位数 。指導教員・班編成 。実施テーマ・テー

マ毎の所要時間とし,記入式で回答を餃頼した。また,各学科の実習に関しては前回の調査で作成 し

た実験実習テーマー覧表を使用して, この表中にテーマ毎の時間数と実施学年を記メ、することおよび

表外に,新たに設けたテーマと時間数 。実施学年を記入することを依頼 した。さらに,工業基礎の導

入が実習に刻 して与えた影響について も見解を

求めたっ

なお,調査対象校の教育課程表の提供も合せ

て依頼 した。

本調査依頼に対 して80校 から何 らかの形で回

答が寄せ られた。

3.教育課程につもヽて

今回の調査で提供された76校の教育課程表を

集計 した結果を表 2お よび表 3に示す。

表 2は ,普通科日と工業科日のそれぞれの合

計単位数の分布を示す。 この表からわかるよう

に,合計単泣数がかなり広範囲に分布 している。

この中で,め えて平均的な合計単位数をとれば ,

普通科目で52～ 53単位,工 業科目で42～ 43単位

程度である。 この結果は前回とほぼ同様である。

一方,前回と比べ特徴的な点は,今回選択科目

(普通と工業のいづれかの履習)を お く学校が相

当増加 していることである。 こうした学校は,

前回で10%程度だったものが,今回は40%程度

にも増えている。教育課程が少 し多様になった

とみ られるが,全体構造は基本的には変化 して

いないと考え られる。

表 3は ,工業科目の中で とくに工業基礎 0工

業数理 。実習の単位数の状況を調査対象にした

学科別に集計・分析 ヒ′た結果である。新設され

た工業基礎と工業数理が多 くの学校で導入 され

普 通 科 目 工 業 科 目

実施校数 合計単位数 1実施校数

35-55
44～ 48
45

48
48-53
49
49～ 53

50

50～ 52

50-53
50～ 54

51 ～ 53

51～ 55

51 ～ 64

51

52

52～ 53

52～ 56

52 -57
53

53  5́5

53～ 56

53～ 57

54

54-55
54～ 56

55

56～ 58

57

57～ 58

58

61-62

51

48～ 68

46～ 48
45

44
43～ 48
43～ 46

43～ 45

43～ 44

43

42～ 46

42

41-45
41～ 4(〕

41～ 42

41

40～ 44

40～ 43

40-42
40

39～ 44

39～ 43

39

38～ 42

38～ 40

38～ 39

38

37～ 39

37-38
37

36～ 43

36

32～ 45

１

１

１

４

６

つ

1

,

1

2

1

1

3
9

2

1

9

5

1

2

1

11

3

9

1

3

1

2

2

1

1

6

1

,

2

3

2

1

2

1

1

1

‐６

３

１

１

４

１

３

３

注)男子向きの単位数で集計 したり女子向きでは家庭一般
が普通科目として扱われ ,そ の分工業科目の単位数が減

らされている。

表 2 普通科目・工業科目単位数実施状況 (76校 )

合計単位数
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ている。そのうち工業基礎は 3単位で実施する場合が圧倒的に多く,ま た工業数理は 4単位で実施す

る場合がかなり多い。両料目あわせて 7単位程度が多くの学校で導入されたことになる。前述 したよ

うに,工業科目の合計単位数は大きく変化 tノ ていない中での両科目の導入である。

表 3 工業基礎・工業数理・実習の学科別単位数実施状況

0

3

4

6

1

3

63

8

1

,

32

3

0

,

3

4

5

6

5

10

3

45

2

1

5

10

12

39

1

1

5

5

17

1

１

３

３ ６

２

一

工

業

基

礎

１

５

９

２８

２

一

工

業

数

理

実

4

5

6

7

8

9

10

11

12

(6～ 10)1

2

7

32

15

12

(5～ 11)1

1

2

6   4

43  21

6    19

9   21

(7～ 14)1

(2「 8、 1

7   1

17  1

5   10

4  15

1   2

1   2

1   3

1

1 1
1

3   1

3

12  4

9   13

7   10

1    3

5

8    2

7    3

6   8

4  12

2   6

1

4

3

2

2

(欄内の数字は実施校数を示す)

単位数 1機 械 科 電 気 科 1電 子 科 工業化学科 1建 築 科  土 木 牟| 情報技術科1電子機械科

７

　

４６

　

８

3

1    3

1

1    1

3

1   2

1

3    1

13   1

10   3

5    6

4    7

10

9

8

3

1

]

1 ]

l

l

1

3

1   2

合 計 校 数 76 6〕 67 {76) 29  861 45(瑚 42 (49 37  (401 13  (9) 4

(実習の各学科欄の右側の小さな数字は前回の結果を示す)
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他方,実習の単位数をみてみると,各学科でかなりの相異がある。機械科は10～ 11単位が最も多く

電気科は10単位,電子科は 9～ 10単 位,工業化学科は14～ 15単位,建築科は 6単位,土木科 は 8～ 9

単位,情報技術科は 9～ 10単位,電子機械科は10単位,が多くなっている。なお,前回の結果を各欄

の右側の数字で記した。全体数はそれぞれ異なるが,分布の様子を比較することはできるcそれらを

比較すると,今回 4単位程度減少 した学科と1～ 2単泣減少 した学科との両様に分れている。前者と

しては機械科,工業化学科,情報技術科が挙げられ,後者としては電気科,電子科,建築科,土木科

が挙げらイ■る。

工業基礎・工業数理の導入による単位数の削減分を実習に多く負わせたか,その他の専門科目に多く

負わせたかの両様に分れたと考えられる。こうした措置の影響を客観的に考えるためには,実習の単位

数と内容が学年毎にどのように再編成されたか, さらに各専門科目のそれがどのようになされたかを

総合的にみる必要があるっ本報告では,工業基礎の実施形態や指導内容の実態と各学科の実習の内容

に関する調査結果を順次述べる。

4.工業基礎
工業基礎に関しては,表 1に 示したように74校から回答があった。これらの調査票を集計・分析 し

た結果を以下に述べる。

(1)実施形態

工業基礎を実施する形態は実際には極めて複雑と考えられるが,大きく三つに分けて整理した。

第一は各学科共通で実施する場合,第二は一部を共通で実施し,残 りは学科別で独自に実施する場

合,第三は各学科別でそれぞれ実施する場合の三形態である。このような方法で「rll答校を分類する

と,表 4の ようになった。各学科共通と一部共通と学科号1が ほぼ2:1:2の 割合になっている。

しかし,年度を重ねるに従って,徐々に一部共通,学科号1が増える方向に動いているとみられる。

また,表 4に は実施単位数による内訳も示 した。これによると工業基礎を 3単位で実施する高校

が大多数を占めている。ただし,一部共通と学科別で実施する場合は,内容的にみて工業基礎と実

習の内容をその単位数に含めて行っているなど実態はかなり複雑である。上述の単位数は教育課程

表の上での数字である.

(2)指導形態

工業基礎の指導形態を指導教員について整理すると,表 5の ようになった。各学科の教員が自ら

の専門に関するテーマを担当し,生徒が順に各学科をまわって学習する形態と1学科の教員だけで

各種のテーマを全て指導する形態とに大号1さ れる。各学科共通実施の場合は 9割程度が各学科教員

表 4 工業基礎の実施形態

男」科学実 施 形 態 各学科共通 | 一部 共通

実 施 校 数 31  1  14 1

学 科|

2

単 位 |

子

械

一電
機

報

術

情

技

,る
内
訳

（校
数
）

実
施
単
位
数
に
よ

皇 位 1   25

皇位1 4
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による分担指導になっている。一部共通と学科別の実施の場合は逆に9割程度が自学科教員だけで

指導している。行政指導により求められた形態である各学科共通の内容を自学科教員のみで指導す

る形態は,現実には極めて少数に限られている。

表 5 工業基礎の指導形態

指導形態
｀` ミ`型形態 各学科共通 一 部 共 通 学 科 男」

各学科 教員 で分担指導 4 0

自学科教員のみで指導 3 10

(3)指導 内容

上述 した実施形態毎にテーマと時間数を整理 した。表 6は各学科共通実施の場合の,表 7は一部

共通実施の場合の,表 8は学科別実施の場合のテーマ・ 時間数の一覧である。なお,表中の校数 と

はそのテーマを実施する学校数を示す。

表 6の各学科共通実施のテーマでは,電算機 (ベ ーシック)実習が23校 と最 も多い。次いで石け

んの製造14校,テ スターの製作 13校 ,文鎮の製作 12校 ,電気工事 10校 ,平板測量10校等々となって

いる。各学科からテーマを出 し合 って実施されていると考え られ,テ ーマにもそのことが反映 して

いる。なお,工業基礎のテーマとして当初推奨された総合的テーマ :電車の製作 と運転制御 (50h),

水面調整装置の製作と試験 (48h),風 力発電装置の製作 と試験 (51h)な どの本格的なテーマは少

数あった。

表 6 各学科共通実施によるテーマ 。時間数一覧 (31校分 )

ア マ 時間数 校数 ア マ 時間数 校数

○文鎮の製作

・ 小型万力の製作

・ 花台 (フ ラワースタンド)の製作

0エ ンジンの分解・組立 ,始動 。計測

・ 金属丸棒・引張試験片の製作 (旋削 )

・ 校章・ Vプ ロックの製作 ,鋳造の基本

・ 溶接 (接合)実習

0計源1実験

0材料試験 (組織 ,硬さ)

・ 引張試験

●ブック・ エンドの製作

・ エネルギー変換装置 (効率実験 )

・ 電算機 (ベ ーシック・パソコン)

・  〃 (フ ォー トラン・パ ソコン)

0 〃 (ベ ーシック・ポケコン電卓 )

○テスターの製作

0電気工事 。屋内配線 (電線の接続等 )

・ 電気スタンドの製作 と試験

・ 交流回路・計測

0風力発電装置の製作 と試験

h

4～ 18

14-42

6～ 9

3～ 9

6～ 9

3～ 8

4～ 9

3～ 4

3～ 8

3～ 6

12～ 18

4～ 8

6～ 30

18-29

6～ 15

3～ 10

12～ 27

3～ 12

15^V51

‐２

５

３

４

５

５

３

３

３

２

２

２

２

３

２

‐３

‐０

４

７

３

0直流回路実習

0電熱器の構造 と効率

●ディジタル時計の製作

0電子ブザー (風呂ブザー)の製作

○石けんの製造

○水質検査 (水の分析 ,蒸留 )

0ガ ラス細工

・ 七宝細工

・ 定性分析 (陽 イオ ン)

・ 電気メッキ

0電気 メッキとプラスチック加工

・ 硫酸銅の製造

〇平板潰1量

・ 住宅の平面計画

●コンクリー ト板の製作

・ 住宅模型の製作

・ 折たたみ椅子の製作

・ 色彩調和と配色

・ 水準浸1量

・ トランシット浜1量

3～ 6

3

9～ 30

12-18

4～ 15

3～ 9

3～ 10

6～ 9

3～ 10

9～ 10

6～ 9

9～ 12

6～ 17

2～ 9

3～ 16

5～ 16

9

6～ 9

3～ 9

6～ 9

４

３

２

２

‐４

７

５

３

５

３

２

２

１０

５

５

４

２

２

２

２
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<校数 1の テーマ>
製作課題 (製作物)

外バ ス, たがね ,校章付きバックル, しゃこ万力,栓抜き,額皿,菓子皿 ,ス コップ,ハ ンマ,除

草鎌 ,lEl転台,ベ ーバーゥェィト,片手 くわ,テ スターケース,バ イト (以上 機械関係):電力調整

器,誘導モータ,半導体調光器,ピ コピコ警報器,論理回路 (以上 電気関係):本立,腰掛台,カ セ

ットテープラック,茶托 (以上 建築関係),乾電池,硫酸アンモニウム,ベークライ ト積層板,鏡 ,シ

ャンフー,か くはん棒 (以上 |ヒ学関係),小物入れ,や きものの表札,湯呑の絵付,モ ビール (以上 ,

工芸関係)

実験 。試験課題

応力実験 ,シ ーケンス制御,蛍光灯の構造と特性, トランジスタの特性,電気炉の温度制御,電動機

。変圧器について,骨 |オ のガ、るい分け試験,食塩水の濃度と密度,食酢の酸度測定,石灰石中の炭酸カ

ルシウムの定量 ,中 和滴定,水溶性有機化合物の検出,銅の熱処理組織,熱処理と機械的性質,生型造

型 (鋳 i童),鋳鉄の組織観察

その他

安全教育,基礎製図,ソ ンヽダ付け,テ スタの使用法 ,写真の現像・焼付,配合設計,イ ラスト,計算

技能

表 7の一部共通実施の テーマでは,共通部分 に電算機 (ベ ーシック)7校 ,電気 スタン ドの製作

5校,住宅の平面計画 3校等があ り, これ らは表 6の中に多 く含 まれ るテーマである。一方,学科

別の部分で は各学科 ともほとん,ど従来 1年で行 っていた実習のテーマあるいは共通実施テーマの う

ち自学卜|に 関連す るテーマを選び実施 している。

表 7 -部 共通実施によるテーマ・ 時間数一覧 (14校分 )

分部

[,電算機 (ベ ーシック・ パソコン)

〇電気スタンド (調光器付き)の製作

・ テスターの製作

・ デ ィジタソし時計の製作

・ガ亀
`|マ

リ,ニ フ[翌スの製イ乍
0電気工作

・ 文鎮の製作

・ 計測の基礎 (長さ)

。小ハ ンマーの製作

●カーデンレーキの製作

・野宰り干碁暮ヤ
~シ

'本立て,

0エ ンジンの分解・組立

・ 材料試験 (引 張,硬 さ)

・ 平板漫1量

(Ol住宅の平面計画 ,配線工事

●コンクリー ト試験

0水質検査

・ 石けんの製造

・ 写真

・ 電子回路の組立

・ 電気工事の基礎

0電気計洪1

0製図の基礎

・ 溶接

O rl」 力潰1定 (ガ ツリン機関 )

・ 電気メッキ (ク ロムメッキ)

9-63

8～ 12

6～ 18

3～ 6

12

18

6～ 12

8^‐ 20

6

5

2

1

1

1

2

2

1

1

2

2

1

時間数 1校数

3～ 12

6～ 21

3

12

6

21

6

3

3

35

6

6

6
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牟| 部 分学
口
″

・ 電算機 (フ ォー ト

・ NCフ ライス実習

ラン,ベ ー i

(マ シ ン語∋

時間数 校数 |

4

4

3

2

2

,

9～ 24

8

12～ 18

3

3

12

20

16

15

5

4

3

3

2

3

2

1

1

2

1

機械科

〇文鎮の製作

〇鋳 造

○溶 接

・ 鍛 造

0電算機 (ベーシック,NC)
0旋盤 (引張試験片)

電気科 醍菱≡∃
○テスターの製作

○電算機 (パ ソコン)

〇電気工事

〇直流回路実験 (オ ームの法則,抵抗)

0電力測定

○交流回路実験

・ 電気計器の構造と原理

・ 計測器の使用法

・ 電子ブザーの製作

四
・ 石けんの製造

・ 平板測量

。電気実習 (馨霜馬雇『 昌費生事

・ 染 色

・ 七宝焼

建築科

・ 平板測量

・ 造形演習

・ 住宅模型の製作

・ 透視図の作成

。電子 ブザーの製作

フラワー・ スタンドの製作

くず箱の製作 (木工 )

セメント・ コンクリート・ 木材試験

・ 平板測量

0土木数学演習

・ レタリング

・ 電子 ブザーの製作

O鍛 造

0手仕上げ

○計潰1の基礎

・ 各種潰1定 (速度,加速度)

・ 形削り盤・横フライス盤

。電子ブザーの製作

0エ ンジンの分解・組立

0電気実験

‐５

”‐

２‐

”２

時間数 校数

42

9

24

12

12

12

24

18-27

18-24

2

2

2

1

1

1

1

15

27

18

18

30

24

24

15

6～ 24

6～ 24

2～ 9

12

8

12

12-18

6^‐ 24

6

4

3

2

2

2

2

3

表 8は学科別実施のテーマを,学科毎に順に分類整理 した表である。各学科 とも電算機実習は多

くの学校で実施されている。 このほか,共通実施のテーマと自学科の基礎的な実習テーマを実施 し

ている。各学校の事情によって異なるが,どちらかといえば後者の場合が多いとみ られる。

なお,表 6か ら表 8ま でのテーマは多様にわたっているが,調査票に記入されたテーマをある程

度整理 したものである。テーマ名を作業を主体に付けるか,製作課題 (製作物 )を主体に付けるか

等により名称が異なるためである。

表 8 学科別実施によるテーマ・時間数一覧 (29校分 )

時間数

e電算機 (ベーシック,プログラミング)

0電算機 (フ ォー トラン)

・ 電算機 (ベーシック,ポ ケコン)

○旋盤の基本作業

○鋳 造

○テスターの製作

○板金加工

0溶 接

○文鎮の製作

8～ 45

3～ 9

9～ 24

15‐-24

6～ 24

6～ 21

10～ 18

7～ 24

12-24

18

3

2

14

12

11 1

8  1

7   ‐

6

＼
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<校数 1の テーマ>
・ 電気スタンドの製作   ・ 調光器の製作    ・

結 鋼 藷 θ
作

・ 豆ジャッキの製作      ・ 材料試験         ・ 小型万力の製作

・ 石けんの製造        ・ 工場見学         ・ タービンの製作

0回転作業台の製作      ・ 滑車の製作        ・ 戸棚の製作

・ 帽子掛の製作        ・ フライパ ンの製作     ・ 硫酸第 1鉄の製造

.雰
継翫

―夕による歯車ポンプ .紙 。細木角材の造形    ・ SLの運動

・ 安全教育          ・ 写 真          ・ 草削りの製作

<校数 iの テーマ>
●ワンボー ドマイコンの製作   ・ カッパクラフトと鏡の製作 ・ グライダーの製作

・ 筆立の製作         ・ コントローラの製作    ・ デジタルカウンターの製作

。イヤホーンラジオの製作   ・ LED点燈回路の製作   0ヘ ーパーナイフの製作

・ 溶接作業           ・ 塑性加工         ・ 鋳 造

三,〔妥迪;り竃;lli111 :][量
2方

インターフェイ :菖ム晶指
の製作

・ 安全教育          ・ 電池の製作        ・ ヒューズの溶断

0モーターの画藁   ・ド1是
アンメータの螂航 .亀毒酬ばげ亀鵜葛誰基

ツЙこよる
・ 絶縁抵抗浪1定         0接 地抵抗の測定      ・ 磁束計によるB一 H曲線の浜1定

・ 地磁気と電磁力の測定    0撃 露菱桑

ルギと電気エネル .電力と熱量の関係

・ 最大電力供給の実験     ・ シーケンス回路 ,―
Lfマー回路・ 力のつりあいに関する実験

電気科 (20校 )

・ 乾電池 (起電力・ 内部抵抗・放電 )

・ オシロスコープ (シ ンクロスコープ)

・ 電気工事

・ テスターの製作 (計測法)

・ 電算機 (ベーシック・プログラミング)

・ 電算機 (フ ォー トラン)

。雰曇稚
タンド鯛光器。オルゴー

"
・ 旋盤作業

・ 仕上げ作業

・ 製図の基礎

●ハ ンダごての製作 。実験

・ 電源装置の製作

●パ ソコンの操作・初歩

・ 平板測量

・ QCの基礎

―:抒漿 語 ら薦 丁亀孫尋ゎ
~~|

・ 抵抗の測定

・ 抵抗器の使用法

●オームの法則の検証

・ 雷力の漫1定 ,電力計の取扱い

。電位降下法による抵抗測定

・ 温度変化による抵抗の浪1定

0電位差計の原理

●キルこホッフの法則の検証

●ハ ンダ付けの線習

・ テスターの取扱い,誤差試験

・ 電源装置の取扱い

o電線の接続

●ビニール外装ケーブルエ事

・ 金属管工事

●ダブリレブリッジによる抵抗測定

●レポー トの書き方のための基礎実験

時間数 校数‖

3～ 18

3

3

3～ 6

3

3

3

3～ 6

3

3～ 5

3

3

3

3

3

3

校数

7

0

0

4

4

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

つ

‐４

Ｈ

Ｈ

３

３

３

３

３

２

２

２

，
一

２

２

一
‐５

７

５

Ｍ

‐５

５７

９

６０

１６

‐４

‐５

‐５

２‐

９

９

　

６
一
６

　

６

”

”

一

”

”

一

”

Ｉ

一

一

”

３

■

”

３

”

９

６

６

３

２７

‐２

８

９

３

‐０

６

６

　

３

一

３

　

３

。ホイートストンブリッジによる抵抗測定
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・ 交流電圧の浸1定       ・ 静電容量の潰1定

・ 円形 コイルによる磁界の測定

電子科 (6校 )

・ 検流計の特性と取扱い

<校数 1の テーマ>
・ 半田ゴテの製作       0調 光器付きのアンドン    ●トランスの製作

・ 1石 トランジスタラジオの製作  ・ シャベルの製作       ・ テレビ台の製作

・ 風呂ブザーの製作      ・ 小文庫の製作        ・ 非常用蛍光灯の製作

●オームの法則の検証     ・ 抵抗の直並列接続      ・ 抵抗測定 (ダカレブリッジ)

●シーケンス制御       ・ ヒューズの溶断試験     ・ 巻線抵抗器の製作

0光電素子の特性測定     ・ CR回路の充放電      ・ RC― RL回路の特性

●キルヒホッフの法則の検証   ・ 乾電池の特性

ア マ 時間数 校数 ア 時間数 校数

・ 電算機 (ベーシック)

・ テスターの製作

・ 直流電位差計

・ 電子計潰1(オ シロスコープ等)

0電圧計・電流計の使用法

・ 分流器・倍率器の実験

9～ 42

9～ 21

3

6

3

6

5

4

3

3

2

2

・ 交流計器の取扱い

・ 電算機 (フ ォー トラン)

・ 電気工事の基礎

0整流素子の特性測定

・ 抵抗沢1定 (ホ イー トス トンブリッジ)

OB一 H曲線の測定

3

6～ 15

6～ 12

3

3

3

工業化学科 (15校 )

ア マ 時間数 校数‖     テ   ー   マ     1時間数 校数

・ 電算機 (プ ログラミング)

・ テスターの製作・浸1定

・ 石けんの製造

・ ガラス細工

・ 硫酸銅の製造

・ 定性分析 (陽 イオ ン)

0天秤の使い方

・ アーク溶接

・ 旋盤作業の基本

・ 基本量 (長 さ,質量 ,容量)の演1定

・ 硫酸銅の分析

・ メッキ

6～ 45

15～ 18

3～ 15

3～ 6

5～ 12

15-48

6～ 12

3～ 7

3～ 7

15

18-20

15

14

9

6

5

4

4

3

3

3

2

2

2

・ 七宝焼

・ 染料と染色

・ 容量分析

・ 定量分析

OCADの 基本

・ 電気基礎実験

・ 電気スタンドの製作

・ 文鎮の製作

・ 電算機 (ポ ケコン,ベーシック)

。電気工事

・ 栓ぬきの製作

12

3

30

21

7～ 30

15-28

18

6～ 18

3～ 9

6

15-24

<校数 1の テーマ>
・溶解度の測定

・ 蒸 留

・ 重量分析

・ 硫酸第 1鉄の製造      ・ 物質の精製

●インク,イ ンク消し     ・化学分析の基礎

・ るつぼの恒量
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・ 製図の基礎

0マ イコンキッドの製作

。木 工

。統計・ 品質管理

・ 透視図

。電算機 (プ ロクラミング等 )

。住宅縮尺模型製作

。平

'′

測量

。木工・自由作品

・ 骨村 (.|オ 料 )実験

。木本オの圧縮試験

・ 椅子・ テーブルの製作

・ 配色 。着色

〔校数 1の テーマ〕
'

・ 折 り紙による模型制作

・ 相貫体模型の製作

o鋼材試験

●スチール製椅子の製作

o調光器付き電気スタンドの製作

9ス コヤの製作

0写 真

ア

・ 電算機 (ベーシック等 ,電卓含む)

・ 平板浸1量

トランシット漫1量

レベブレ (水準ノ潤1量

・ 距離 i員」量

0セ メント試験

・ 水質試験

0溶 接

<校数 1の テーマ>

・ 植本鉢の製作

0コ ンク リー ト試験

0ア ーバ ンデザイン

・ 計測 (長 さ)の基礎

06石 スーバーラジオの製作

・ エネルギ変換

。住宅模型の製作

・ 電子ブザーの製作

oス ピーカーボックスの製作

0シ ンクロスコーフ1こ よる波形観測

ODC電源の製作

時間数 校数
|

時間数 佼数

9～ 27

12-108

15´ウ24

12～ 30

6～ 30

3～ 48

3～ 12

24-48

20

9

12

6

R

5

4

3

3

3

・ 溶接 (ア ーク溶接等 )

。本構 i査 (木材 。工具の使い方 )

。軸組模型製作

●セ メント試験

●コンクリー ト試験

・ 電気工事

0蛍光灯スタン.ド の製 /F

・ デッサン・ スケッチ

18-48

15

12～ 15

12-36

6～ 15

9-27

15-24

10

3

,

,

,

9

2

,

,

・ 燈ろうの製作

●スチレンボードによる模型製作

●タイル

・ フラワースタンドの製作

●インテリア時計の製作

●スプーンの製作

e卓上透写台の製作

oス ピーカボックスの製作

0木造倉庫の製作

・ テスターの組立

0ス テンドガラス窓枠の製作

・ 石けんの製造

1時間数 1校数 1 ア 時間数 校数

言

:型 ぜ|

4～ 61 5 14～ 01 D

6～ 101 5

6～ 121 5

5～ 61 5

6～ 91 4

oオ フセット測量

0材料の強さ

・ 静定はりの実験

・ バ,る い分け試験

●コンクリー トl「Kの製作

・ 基礎製図

,

つ

,

|,

9

,

6～ 15

15～ 24

9～ 10

4

3～ 91 3 ・ テスターの製作

・ ノキス・ マイクロメータ
16～

213

・ 土質試験          ・ 鉄筋試験

・ トラス実験         ・ 反力測定

●コンクリートによる舗装工事  ・ 色彩・ 描写

建築科 (15校 )

土木科 (10校 )
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0旋工実習          ・ 現場見学          ・ 電気工事 (配線実習)

・ 調光式電気スタンドの製作  0面積計測          ・ 体積・質量計算

・ 密度・比重試験       o交 流の取扱い        ・ テスターの使い方

・ ヮープロ,タ ィプ等     0七 宝焼

<校数 1の テーマ>
・ 電源回路の製作       0半 田ゴテの製作       ・ 電気工事

・ 汎用機 TSS フォー トラン OIC工 作 :LED点 灯    ・ IC工作 :16進数表示器の設計製作

OIC工 作 :16進 ,10進 カウンタの設計製作

●ワンボー ドマイコンの基本操作 ,ア クセンブリ言語 ,制御の基礎

。ワンボー ドマイコンによるLED順 次点燈,パルスモータ,ス イッチ入力

・ 論理回路 :AND,OR,NOT: XOR,RS‐ FF,JK_FF:
ド。モルガンの定理 ,半 。全加算器 ,チ ャタレス回路 ,エ ンコーダ,デコーダ

・ ブラックボックスによる抵抗測定  0抵抗器の取扱い       。電圧降下法による抵抗演1定

0分流器 ,倍率器       ・ た1慧去晨茄蓬

°ブリッジ  .鋳 造特性

・ 静電容量

電子機械科 (3校 )

情報技術科 (4校 )

ア マ 時間数 校数 ア マ 時間数 校数

0電算機 (ベーシック,フ ォートラン等)

●オームの法則の検証

・ テスターの製作

・ 電流計,電圧計

15～ 18

3

6～ 12

3～ 6

И
一

（３

　

つ

し
　

，

“

・ 交流波形の観測

●キノレ′ヒホッフの法則

。電位差計

3～ 15

3

3

ア 時間数 校数 | ア 時間数 佼数

・ 電算機 (プ ログラミング等)

・ テスターの製作と測定

・ 電気計測の基礎

10～ 21

6～ 12

15～ 21

5

3

3

・ フラワー・スタンドの製作

・ 材料実験 :引 張・衡撃 。硬さ。熱処理

。金属組織・火花等試験

12-27

15～ 18

2

2

<校数 1の テーマ>
・ 電気工事

●シーケンス制御

・ 段付丸棒の製作

・ ロボットの制御 ・ 制御の基礎

。豆ジャッキの製作      0ボ ル ト・ ナットの製作

・ 鍛造 (角柱・パス)     ・ 鋳造 (模型製作 )

―-99-



表 9 学科別記入状況

学  牟|

回 答  数

機  械 電  気 電 子 1工 業 化 学
月
仕

情 報 技 ai

12

見 解 記 入 4

影 響 な し 5 9 3 1 6 7 2

無  記  入 19 7 10 6 6

に)工 業基礎導入の実習への影響 一一 工業基礎に対する受 け止め方

今回の各学科の実習内容調査において,工業基礎の導入がどのような影響を実習に与えたかにつ

いて記述 していただいた。現場の工業基礎に対する受け止め方を知りたいと考えたためである。

この設間に対しては表 9の ような記入状況であった。

記入 された見解は多様であったが,工業基礎の問題,ひいては工業教育の現況を考える上で重要

であると思われる。そのため,それ らの見解を各学科別に整理 して表10-1か ら表10-7に 示す。

記入された見解の内容は,工業基礎導入の積極的な効果,導入によって生 じた問題点,導 入の経過

とその後の推移などがあった。 これ らをおもに効果 と問題点を中心に整理 してまとめた。

これ らの表にある見解には,学科を超えて共通する事項 と学科に固有の事項がみ られる。

積極的な効果については,生徒が物に実際に応、れて作業する中で実習になじみ,そ の後の専門の

作業に入りやす くなったこと,工業に関する広い視野が出来ること (専門外の実習をいくつか経験

することにより),電算機の実習を 1年か ら導入できたことなどが共通的に挙げられている。

他方,導入によって生 じた問題点については,相当数多 く指摘されている。各学校の条件がそれ

ぞれ異なるので一律には扱えないが,整理 して列記するとかなり共通 した問題点 も出ていると思わ

れる。最 も重要 とみ られることは, 1年 に工業基礎が導入されると 1年の実習ができなくなるか ,

単位数がかなり削減される。その結果,従来 1年の実習で行われていた基礎的・基本的なテーマが

圧縮されるかあるいは 2年 に移動 させ られて実施される。すると,従来 203年 の実習で行われて

いたテーマも圧縮あるいは削減されることになり,全体 として専門の実習が従来より軽い内容のも

のになる。また,実習は座学で行われる理論学習と関連づけ て行われる必要がある。 しか し,工業

基礎が導入されて,実習に上記のような変動が生 じたのに対 して,座学の諸科目の学年配置はあま

り大きく変化させ られない。その結果,実習と座学の学習の相互関連がズ レることになり,両者と

もに生徒の習得度 。理解度が低下することになる。 こうした事態が少なか らず指摘されており,か

なり深刻に受け止めなければならないように思われる。

また,情報技術の進展にともなう教育内容の改変の前線が,ま さに実習と工業基礎になっている。

このことに関連 した問題点 もかなり指摘されている。以上のほか,各学科・ 各学校固有の問題点 も

多様に述べ られている。表 10の各表を具体的に参照されたい。

表10-1 機械科における工業基礎の受け止め方

(74校 )

。2,3年の実習内容が,中の広い実習へと改善される糸日となり,大変効果的であった.巾の広さと専門

。「工業基礎」の導入で ,生徒が実習の作業に興味をもつようになり,指導がや りやす くな

実習の実技に溶け込めるようになった。

分野の深さに向けて取り組んでいる。

。実習内容全体の改革が必要となった。従来の実習テーマの整理統合を行った。

抵抗なく

5校

1校

3校
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生徒に完成の満足感があるようだ。

○基礎か ら応用へと,学年進行につれて関連づけが

0実質 (実習が)1時 間多 くな り,新 しい分野を ,

0設備 も増設されたc

,あ る程度できるようになった。

より深く実験 。実習ができるようになった。

1校

1校

1校

1校

くなっ

16校

13校

8校

3校

2校

効

表10-2 電気科における工業基礎の受け止め方

O「工業基礎」の導入により広い範囲の製作体験と,実習への興味づけという面で効果があった。 2校
O物の製作のため全員が一生懸命とりくみ,製作実習には皆が喜んでとりくんでいる。      2校
02年からの製作実習の導入が容易になった。                        2校
0工作・組立等については時間のやりくりが楽になった。「実習」に時間的なゆとりができた。  2校
C専門以外の幅広い工業実習が体得でき,広い視野が出来た。                 1校
〇マイコンの基礎は,高学年のために効果あり。                       1校
Oレ ポー トの作成が習慣づけられたの                             1校

01年の基礎的な実習が削減または 2年時に移動されたので,教科 (座学)の授業進度と一致 しな

た。とくに電気基礎とその関連の実験 。実習の効果が弱められた。

。実習のテーマ数が減少 し,圧迫を受けている。実習技術が劣ってき

0電気に関する基礎的な計潰1実 習が削減され ,不十分になった。

O各学科共通で行った。その結果,各種資格試験の合格率が明らかに低下している。

O電気基礎の定着が悪 くなった。

o「実習」の時間が削減され,そ のしわよせが 2・ 3年の実習に及んでいる。基本的な内容が上級学年に持

ちこまれ,応用的内容が圧縮され,希薄化された。

O実習テーマの厳選 。見直し。再編成・削減が不可避となった。

。要素実習が不明確・不十分になり,2・ 3年の実習に支障をきたしている。と

7校

0総合実習 ,任意選択実習での製品の完成度が低下 したり,時間的に遅延することが多 くなった。 4校
Oテ ーマの多様化 (NC,情 報関係等の導入)で (従来の)実習の時間増がままならない。    2校
01年次に科 (の実習など)で行っていた しつけがやりにくくなっている。学習態度の真剣さが減退 した。

2校

2佼

1校

また,機械工作 ,機械製図等の単位数の削減 ,実施学年の移行

O時間短縮により,や ってみせる実習になりがちで ,生徒各自が実際に行 う時間が不足 している。

O座学での裏付けが不充分となった。

。実習場が「工業基礎Jと 科の実習双方で使用するため,圧迫を受けている。

0経費面で実習の予算が圧迫 された。

O「実習」と内容的重複部分が出たり,時間配分に問題があり,各科間の調整 もむづか しい。

O非常に多忙 (負担増)になった。

0科の特色が薄れてきた。

O基礎的実習の削減 ,遅れをもたらした。

など大きな影響が出た。

5校

30校

(68校 )
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題

占
〔

O座学の学年配分が 3年に片寄りすぎるようになった。

01年で学科の特色を指導することができず,科意識が欠如してきた.

0座学の時融]数が減少 し,内容が削減され,理解度が低下 した。

0テ ーマを精i理 し,各学年に再配置した。

O各学科共通実施から学科別実施に変更する。

02・ 3年における実習項目を大幅変更 した。

o工業基礎担当で教師の持ち時間がバ、え ,過重になっているり

。工業基礎が通産省の主任技術者認定基準に入らず ,否応なく

礎学力への影響が問題となっている。

つ情報技術関係の内容が増えたため,電気の基礎実習が不足するので ,

内容に充てているむ

。予算の面で ,実習が削減されたり

2校

2校

2校

2校

2校

1校

1校

実習時間の増加 と座学の減少を来たし,基

1校
|

工業基礎の中味を電気基礎

マ機

の

 |

二J
な し

基礎実習を工業基礎の時間に実施 しているので影響な し。

導入の影響を受けないように,実習の時間数 。内容を設定 している。

各学科独自で設定 し,実施 している。

9校

4校

1校

2校

19校

2使

11交

1校

情報技術教育の面iでかなり

1校

ドと制御実習を

無 記 入

効

表10-3 電子科における工業基礎の受け止め方

O製作実習のテーマの多くを工業基礎の時間に行うことになった。

O工業に関する視野を広げられる。

。NCプ ログラミングに役立つ旋盤実習等がl■験できる。

・ 各学科とも1学年よりBASICプ ログラミングの初」歩的学習を行うので ,

の進歩があった。

O電子科のコンピュータ実習においてBASI Cに よる実習を省 くことができ

行うことができるようになった。

果

(29校 )

間

題

占
〔

01年時の基礎的な実習項目が減った。

。「電気基礎Jと 対応する実習が 2年に移 り,

ある。

座学での学習と実験による検証との lllに 時推]手が生 じがちで

8校

。時間数の減少により全体の実習テー

たものにならない。

マ数の削減が余儀な くされ ,実習の深みがなくなり,実 lB・ が充実 し

0実習」_5日 の精選が必要になった。

O「電気基礎」「電子技術Jの時間数が減少 した。

O簡単なメータの使い方,電圧 。電流の取り扱い等基礎的事項が理解されないまま, 2・

るため,実習がやりにくく,進度にも影響が出ているc

O実習内容の複合化が進みつつある。

O「工業基礎Jの工作と専門実習の 1年の工作との関係が問題であり,重複やムダがある。

O「工業基礎」の中で基礎的な電気実習を入れて行っているD

8校

3校

3佼

3年の実習に入

2校

1校

1校

1校
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影 響 な し

。実習の単位数を変更 しなかったから。

〇「工業基礎」の共通テーマも専門に深く関連する内容であり,そ の他の項目も2

るものを選定 しているため。

無 記 入

○全く知識のない生徒に具体的な製作等の指導をするのに大変困っ

より効果的である。

ある程度の知識を与えた後の方が

1校

3校

1校

3年の実習に関係のあ

1校

9校

8校

3校

3校

3校

2校

2校

2校

1校

効

7校

表10-4 工業化学科における工業基礎の受け止め方

〇興味・動機づけになる。形のある製品ができ,意欲向上につながっている。ttFi外 の内容にもS、 れ られ

3校OO

2・ 3年のテーマの見直しをやり,旧来のテーマの精選を行った。              3校
工業人として幅広い工業分野を多少なりとも理解 し得たことは大変有効で,視野を広げることができた。

2校

1校

1佼

1校

1校

。工業基礎の導入で 1年の実習ができなくなった。この削減分が 2・ 3年の実習にしわよせしている。と

くに基礎実験にあてる時間数の不足が問題である。 14校

0と くに 1年の実習時間の減少で,化学実験の基本的な技術 (技能)や方法,器具の取り扱い等を身につ

けさせるための指導時間が少なくなっている。手で行う分析が少なくなり,基礎の反応,基本的な操作

O実習に対する心構えができる。

O基礎的知識が広範囲に行き届く。

0マ イコンを工業基礎,実習に導入し,時 代に対応 したテーマを多 く入れられた。

O工業基礎で数値の取扱い,データのまとめ方,計量等をやっているので,あ とで役に立つ。

が行えな くなっている。

O定性 。定量分析の時間が少なくなり,分析の系統的理解が深まらなくなった。

0実習の進度が遅 く,座学の学習と結び付かない。とくに 1年 において。

0専 門教科にしわよせがきており,実習が大きく変化 した。

01年の工業基礎の中に,できるだけ化学の基礎実験を入れるようにしている。

〇コンピュータ実習のための時間がさらに圧迫となっている。

O就職試験 ,大学等の入試にも不利 となった。

O施設・設備の不足 ,消耗品費の増加による実習費の不足。

0学科に対する興味 。目的意識をもたせることが困難となった。

0実習内容の見直し,工業基礎の内容の再検討,座学の単位数の実習への振り向け等により,影響を最少

限に留めている。

0工業基礎が中途半端なため,工業化学系の内容に切 り替る予定である。

影 響 な し

○工業基礎で工業化学の基礎実験 。実習とコンピュータ実習を行っているため。

(49校 )

無 記 入 16校
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表10-5 建築科における工業基礎の受け止め方

(42校 )

効

1年で従来より幅広い学習 ,い ろいろな経験をすることができるようになった。

工具類の取扱いの基礎が習得され , 2年時の木造・施工実習の導入が円滑にできるようにな

電気の基礎的な知識・技能の概要を理解させるにはよいc

lテ ーマあたりの時間が多 くとれるようになった。

コンピュータ実習導入のきっかけとなったc

った。

1年の実習か ら2年の実習への接続がむずか しくなったら

5校

った。

1校

1校

1校

1校

間

題

占
¨

○実習の時間数が不足である。それか らいろいろな困難が生 じている。 10校

01年の実習がな くなり, 2・ 3年の実習にそのしわ寄せがきている3基本的・基礎的な説明に時間をと

られ,内容と深さがともに浅 くなった。系統的な学習にもマイナスとなった。 6校

01年で行っていた透視図・ 測量の時間が少なくなり,デ ッサンがなくなる等 ,建築の基礎的な実習が影

響を受けた。                                4校
O平板演1量の基礎的な練習不足 ,製図・造形の演習不足が 2・ 3年でのそれらの延長の実技に影響 し,質

が低下 している。                                   5佼
。2・ 3年の実習も時間数不足・ ローテーションの問題 ,理解度の低下などの問題が生 じていろ〕 2校

C実習と座学との関連性にも支障が生 じているc                       2校
O実習だけでなく,製図・ 建築法規が削除されたので ,こ れらの内容を実習の中でいかに実施するか困ま

響 な し

。学校別で実施 し,従来の実習を工業基礎でやっているので。

O実習で工業基礎を置きかえている。

。実習の単位数減にならなかったので。

O以前 も 1年で実習をやっていなかったので。

無 記 入

2校

1校

1校

1校

くなった。   1校
1校

1校

1校

1校

7校

む しろ工業数理の方が問題である。 1校

1校

1校

1校

10校

時間数が極度に不足 している中で,工業基礎をいかに効果的に専F]教科の中に組入れるかが課題で ,検

討が迫まられている。                  /
O道具に慣れ親 しむための時間的余裕がなくなったc

O実習相互の関係が狂って しまい,生徒が理解 しにくくなったc応用ができにく

O実習に極近い工業基礎をやって穴 うめ している。

O工業基礎では,施設 。設備 。経費・指導体制等の問題から十分なことができないt

O学科別実施の工業基礎に転換 した。

0工業基礎にな じむテーマがなかなかない。

影
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表10-6 土木科における工業基礎の受け止め方

0実習が 2・ 3年 に圧縮され ,テ ーマ数 。内容とも少な く。浅 く,中味がうす くなった。

等を削減 した。

構造・水理実習

6校
O実習時間を削減せさるを得なかった。テーマ数が減った。                  4校
〇工業基礎導入で, 1年の実習ができないため,測量の実体験ができなくなった。測量士補の受験が打撃

問

題

占
¨

O理論学習と実習での学習に時間差が大きくでき,効率的でない。専門教科の習得が低下した。  2校
0工業基礎導入で ,実習の単位確保のため「座学」の単位が肖1減 された。同様に土木製図を 1年で 2単位

を受けている。

01年の単位減で測量実習・材料実験に少なか らぬ しわよせがあった。

肖|1減 した。生徒の響解度が低下 した。

O工業基礎である程度土木実習の基礎的な部分を行 うよ

影響が残 っている。

2校

2校

2校

うになったが ,以前に較べ内容が希薄になるなと

2校

2校

1校

1校

1校

1校

った。

1校

1校

効

。全般的なローテーション方式でスター トしたが ,う まくゆかず ,学科別に転換 した。

0実習が実質的に増加 しており,理論学習との関連を十分考慮 しなけイ ばならなくなった。

O進路別の班学習にし,内容 も進路の希望に見合うものに変え ,効果を上げている。

01年に 4単位実習をお くべきだと思 う。

○専F]の 実習のつなが りが非常に悪 くなったc

表10-7 情報技術科における工業基礎の受け止め方

○他の専門の実習を経験できることによ

O工業の各分野にわたる技術への興味・

広い視野にたって製作を考えることができるようにな

関心を高めることができるの

(32校 )

○実習の一部を工業基礎で肩代 りできた部分 (例えば平板浸1量)がある。従来の実習はそのままで ,

基礎を上積み した。

O工業全般にわたる知識・技術の習得には役立っている。

O各実習の導入としても工業基礎を位置づけている。

O従来の専門性の意識が薄まり,科の枠組みの外で工業を共通に学ぶ という感覚が芽生えてきた。

O具体的な内容が多いせいか ,成就感や興味関心が高まってきた。

01年でマイコンの実習ができるようになった。

工業

3校

2校

2校

1校

1校

1校

な し

工業基礎は学科別で独自にやっているため。

実習は削減せず,製図 。設計が削減された。

パソコン実習を工業基礎でや っている。

7校

1校

2校

1校

(12校 )
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問

　

題

　

点

。1年の実習がな くなり,2・ 3年でそれを圧縮 し,省略の形で行 うこ

した。実習時間の制約が 1番問題 である。

01年時における生徒の目的意識が うすれる。

〇座学と実習の学習時期のズ レが大きくなったぃ

。実習と別枠で工業基礎を考えず ,工業基礎の中に実質的に実習の内容をかなり

影 響 な し

。指導要領にとらわれず ,実習の一環 としての位置づけをはっきりさせているので c

生徒の理解度が低下

3校

1校

1校

入れて行っているcl校

2校

2校

無 記  入

(5)ま とめ

現行の学習指導要領で新設された工業基礎は,実施されて 5年経過 した。この時点での工業基礎

の現況をまとめたことになるのこの結果から次のようなことが考えられるD

第一に,工業基礎はほとんどの■1業高校で教育課程表に載せられ,多 く実施されているcただし,

その実施の実態はかなり多様である。工業基礎の実施形態は,各学科共通実施と一部共通実施と学

科別実施とが,ほ ぼ211:2の 割合になっている。 しかし,こ の割合は徐々に学科別実施が増え

る方向に推移しているように思われる。

第二に, l_業基礎のテーマ・内容は多様であるが,かなり類似したものも多いcな お,少数ユニ

ークなテーマもある。また,各学科の実習の基本的なテーマもかなり工業基礎の中で実施されてい

る。

第三に,工業基礎の導入により,一般的には各学科の実習が 2・ 3年 に押 し上げられて行われて

いる。その場合実習のテーマ数が削減されたり,内容が軽減されて再編成されることが多い。また,

座学における理論学習と実習との関連が弱められる
「

1も 見受けられる。

第四に,工業基礎の導入は,実習のみならず専門の教科内容全体の再編成を求める程に大きな影

響を与えているとみられる。その導入の成否は工業高校の専門教育の存立の基盤を左右すると考え

られる。
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5.電 気 科 に お け る 実 験・ 実 習

調査対象80校 に調査依頼 し,68校から回答が寄せられた。それらを集計した結果について以下に述べ

るの

(1)実験実習の単位数

表 1に実習の学年別単位数の分布を,表 2に 実習の 3年間合計単位数を示す。両表中の数字は実

施校数を示す。

表 1 実習の学年別単位数 (68校分 )

学 年

l 学 年

学 年

―
す

‐ 年

表 2 実習の 3年間合計単位数 (68校分 )

3年 間 合 計 単 L~数

施 学 校 数 1213417

(注 )1校は未記入なので集計対象からはずした。

表 1か ら学年別の実習単位数は, 1年で 3単位, 2年で 3単位, 3年 6単位をお く学校が最 も多

いことがわかる。 このことは前回の調査結果 と同様であるが,分市状態は変化 している。 1年に実

習をおく学校数が半数強 しかないことの これは工業基礎導入の影響であろう。また, 2・ 3年での

単位数が前回より多 くお く学校が増えていることである。微かではあるが実習の単位配分が後学年

にずれているとみ られるc

表 2か ら3年間合計の実習単位数は10単 位に高いピークをもつ分布を示 している。前回 は10～ 12

単位に広 くまたがるなだ らかなピークを示 していた。 ここにも合計単陀数が全体 として減少 してい

ることがみ られる.な お,30単位実施 している学校が 1校 あった。

(2)実験 実習の実施状況

表 3は分野別のテーマ数 と実施校数の分布を示す。 この表か ら実施校数の多い分野として,電気

計測予備実験,抵抗の測定,直流機器,ダ イオー ド・ トランジスタ・ Ic,増 幅・発振 。変復調回

路,パルス・安定化電源,電気工事,電力・電力量の浸1定 ,変圧器,誘導機 ,同期機および交流整

流機,電子計算機, 自動制御, シンクロコープ ・ x― Yレ コーダ・ VTVM, 製作実習,高電圧実

験等があげられる。そ して, これ らの分野は実施される学年がかなり集中 していることが多い。例

えば,電気計測予備実験は 1年 に,直流機器やダイオー ド・ トランジスタ・ Icは 2年に,増幅・

発振・ 変復調回路やパルス・安定化電源は 3年 に集中 している。他方,抵抗の浜1定が 1年 と 2年 に
,

電気工事が 1年から3年 までまたがって実施される分野 も少数ある。

こうした集中の傾向は,座学の理論学習との対応関係で多 く決まっていると考えられるcし か し,

前回と比較すると 1年・ 2年関係の分野の分布に一定の変化がみ られる。その主要因は工業基礎の

導入であろうっ この分析については後のまとめで考察する。

表 4は各分野毎の実験 0実習テーマの実施状況を集計 した結果である。

Hい
“

…|-30
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表 3 分野別テーマ数・実施校数 (68校分 )

分 野 テーマ数 1 1年 2年 3年  1 計

ll 電気計潤1予備実験 23 355 0

（０

一０
）

抵抗の測定

検流計および電位差計

17

7

1621

33   1

119  1

¬
1 1 282

2   1     71

④ ヒューズ,熱電対,電池 8 0  1    60

(D磁 気 浸1定 7 30 7

o 電力・電力量の浜1定 6 1 11

(D 自己および相互インダクタンス,容量浸1定 5   ,      4 60

③ 直 流 機 器 0 252 282

◎ 変 圧 器 5 0 128 60

⑩ 誘 導 機 8 0 16 127

0 同期機および交流整流機 | 5 0   1       0
И
ｉ 147

⑫ 整 流 器          1 4 0  1   22 8

(3)速度制御,そ の他 7 0 2 1/

0 電 子 管 2 0 4 0 4

G)ダ イオード, トランジスタおよび IC 11 11 178 262

⑩  シンクロスコーフ
t,X一

Yレ コーダ,VTVM 6 134

⑫ 共振回路 ,フ ィルタ 3 3

⑩ 増1冨 ,発振,変復調回路 24 3 88 188

⑩ スピーカおよび電界強度 5 0 0

⑩ パ ルス,安定化電源               1  9 5 208 238

〇 交 流 回 路   ~    「  8 4 49 10

〇 超音波 ,電子冷却 ,レ ーザー 4 1 3 5 9

④ 電子計算機 10 116 166

② 電子計測 9 1 5

④ 自動制御 0 8 177

0 光度・照度測定 7 8 14 77

0 電力用継電器および模擬送電線 7 0 9

④ 高電圧実験 6 0 4

④ 電気工事 245

⑩ 製作実習 23

⑪ 電算機実習 3 1 1 3 b

〇 メカトロニクス 5 0 0 8   1      8

① そ の 他 1 ] 0 0 ]

総 287 863 1.565 1,671 4.099

注)1年 ,2年 ,3年 ,計の欄の数字が実施校数を示す。

-108-



表 4 実験 。実習のテーマ′実施時間,実施校数

実 験

① 電 気 計 測 予 備 実 験
―

テ ー マ

  1叩
数 m     l合

計
_

抵抗の直並列回路実験 1～ 6 3 44

抵抗の温度係数 1～ 3 17 1

オームの法則の実験 1～ 4 2

キルヒホッフの法則の実験 2～ 6 6

ジュール熱に関する実験 1～ 6 12 2 14

抵抗における電圧降下 1～ 3 4

検流計と分流器の取 り扱い 1～ 6 5

回路計の取 り扱いと倍率器 2^-4 4

電気回路の接続練習 1～ 3 14 4

電熱器の効率測定 2～ 3 8 1 9

電位に関する実験 1～ 3 7 3 10

カーボン紙による電位分布 2-3 1

電圧計・電流計の取 り扱し 1～ 4 3

可変抵抗器の取り扱し 1～ 3 3

抵抗率の測定 1～ 3 1 9

重ね合わせの理の実験 1～ 3 3 3

テブナンの定理の実験 1～ 3
1 1

熱のll事 当量の測定 2～ 3 5 5

最大供給電力の条件 2～ 4 7

静電容量 と静雷エネルギーの測定 3～ 6 3

コンデンサの直並列接続回路 4 7 3 10

コンデンサの充放電特性 3 ] 1 2

イ ンピーダ ンスの測定 3 1 1

Cl抵 抗 の 測 定

時間数 (hr)
1年  1 2年 1 3年 1 合 計

電圧降下法による抵抗の潤1定

ホイー トス トーンブリッジによる抵抗測定
６ ２

一

２

ケルビン法による検流計の抵抗

ケルビンタブルブリッチによる低抵抗測定

直偏法による絶縁抵抗測定

メガによる屋内配線などの絶縁抵抗測定

コールラウシュブリッジによる電解液抵抗

コールラウシュブリッジによる接地抵抗 11 1 19 1    1 30

ト置換法による抵抗潰1定
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②  抵 克 の  測 一こ

実 験 ア マ 時間数 (hl・ )

実 施 校 数

匝
すべり線ブリッジによる抵抗潰1定 3 2 ,

白熱電球の抵抗浸1定 2～ 3 8 3 11

検流計の内部抵抗潤1定 つ 3 3

電位差計による低抵抗測定 2～ 3 8 7

電圧計法による電池の内部抵抗測定 2～ 3 4 4 8

接地抵抗の漫1定の校正 3～ 4 1 ]
,

電圧計・電流計の内部抵抗測定 4 2 9

接地抵抗計による接地抵抗測定 4～ 6 2

時間数 (hr)

反照検流計の感度浸1定

直流電位差計による目盛定め実験

直流電位差計による電池の起電力測定

標準抵抗を用いた電流測定

直流電位差計による電圧計・電流計の校正

墓ぼ 十 刊 ■ ¬
電位差計の原理

電位差計による起電力の測定」

実 験 テ ー マ

ヒューズの溶断特性

アルカリ・鉛蓄電池の取扱い充放電特性

電気化学の実験

鋼電量計による銅の電気化学当量

過電流遮断器

測温抵抗体の特性

熱電対の目盛定めおよび温度

乾電池の内部抵抗と放電特性

ヒューズ,熱電対 ,お よび電池に関する実験

時間数 (hr)|
実

2～ 3

校
′．也

2年 3年 1 合 計

O 磁     気     浪1     定

1時
間数lll D■轟+ギ訂‰実 験 テ ー マ

磁束計 によるB― H曲線の測定 1 2～ 6 1 19

フレミング・ アンペールの法則
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⑤ 磁     気

実  験  テ ー マ

エプスタイン装置による鉄損潰1定

没」 定

円形コイルによる磁界測定 2～ 4  1  8  1 1 8
電流による磁界と地球磁界 3 1

|

磁性体の着磁 と脱磁 3 | 1 | 1

ガウスメーターによる磁界測定 3 1 l

験実 時間数 (hr)

2～ 4

2～ 4

直流電力測定

単相交流回路の電力・ 力率測定

力

二相交流回路の電力・力率測定

4

9

3

53

33

19三相交線式回路の電力測定

2 - 6    1         1    26    1    8

11 1   1 12
電力量計の誤差試験

三電流計 。三電圧計による電力脚l定       1  2～

⑦ 相互イングクタンス,静電容量の測定

時間数 (hr)

自己イングクタンスの測定

相互イングクタンスの柳1定

交流ブリッジによる L,C.R測定

Qメ ーターによるQ,Le,Re,E3の 測定 I H I H I3～ 5 1   1 11 1 11 1 22

比誘電率 。誘電正接の測定 3  1   1   1 1 1 1

実

直流分巻電動機の始動および速度制御

直流分巻電動機の負荷特性

直流直巻電動機の負荷特性

直③

験

機

時間数 (hI)

2～ 6

2～ 4

2～ 4

黒

実 施 校 数

直流分巻発電機の無負荷特性

直流分巻発電機の負荷特性

2～ 4

2～ 4

2

5

54

58

直流複巻機の負荷特性    ~       1  2～ 4~~ 19

直流機の分解・ スケッチ 4 2 1 3

アンプリダインの特性試験 3 3 3

ロートトロールの特性試験 2 2

-111-



①  直 流 機 器

実  験  テ  ー  マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年  1 合 計

直流発電機の並行運転 3 1 1   1 1
直流直巻発電機の外部特性 2～ 3 1  1     1  1

直流機の効率算定法と損失分離 2 2 2

直流分巻電動機の効率試験           1   3 ]
|

1

◎  変 圧 器

実  験  テ ー  マ 時間数 (hr)
実 施 校 姿k

1年  1 2年  1 3年 1合 計

単相変圧器の変圧比・極性試験 1～ 6 13

単相変圧器の特性試験 2～ 6 15

返還負荷法による単相変圧器の温度上昇試験 3～ 6 6     1     7 13

変圧器の各種の二相・六相結線 2～ 4 15

三相変圧器の特性試験 2～ 5 5 10 15

⑩ 誘      導

E全

機

実 施 校 数

1年 2年 1 3年 合 計

三相誘導電動機の特性 (円線図 ) 3～ 8 5

二相誘導電動機の起動と無負荷特性 3～ 6 5

単相誘導電動機の始動と特性 3～ 5 2

誘導機の組立と特性 4 - 15 4 15

二相誘導電動機の周波数特性 4 1 1

二相誘導電動機の速度制御 3 1 1

二相誘導電動機の実負荷試験と比例推移 4 1 1

電気動力計による三相誘導電動機の特性 4 4 4

① 同 期 機 お よ び 交 流 整 流 子 機

実  験  テ  ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 12年 13年 1合 計

二相同期発電機の特性 3～ 5 52    1   52

二相同期発電機の並行運転 3～ 6

二相同期電動機の始動特性 2～ 5
И
仕

三相分巻整流子電動機の特性 4～ 5 15 15

三相同期発電機の並行運転           1    4 2 2

―-112-一



⑫  整 流 器

験実 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 十 合計

水銀整流器の特性試験 3 2 2

シリコン整流器の特性試験 2～ 4 6

セレン整流器の特性試験 1～ 2 5 5

整流回路の特性 3～ 4 3 3

⑪ 速 度 制 御 , て の 他

実  験  テ  ー  マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

ワー ドレオナー ド方式の速度制御 1 6 7

クレーマ方式の速度制御 3 2 ,

単相誘導電圧調整器の特性 3～ 4 1   1 1 2 3

シンクロ電動機の特性 3 1 1

三相誘導電圧調整器の特性 1～ 5 2 2

ルヾスモーターの速度制御 1 l

電気動力計による回転出力の沢1定        1   3 1 1

14 電      子 管

1時敵 m

二極管の静特性

三極管の静特性

⑮ ダイオー ド,ト ランジス タお よび Ic

ダイオー ドの特性

時間数 (hr)|

トランジスター h定数の測定

フォ トトランジスタ特性

ICの取扱いと実験

2～ 5

2～ 6

FETの 静特性 1 13 1  7 1 20
トライアックの特性試験

エ ミッタ 。フォロヮ回路

オペ・ アンプの特性
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⑩ シンクロスコープ,X― Yレ コーグおよびバルボル,記録計

験実 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 1 3年 合 計

シンクロスコープの取扱 2～ 6 5

シンクロスコープによる周波数 .位相差測定 2～ 5 13 32    1    4

X― Yレ コーダによる波形観測 2～ 5 1 7 6

VTVMの 使用法 3 1 2 1 4

電磁オシログラフの取 り扱し 3 1 」 1 3

カウンタによる周波数浜1定 2 4 b

時間数 (hr)

直並列共振回路

2年 1 3年 1合 計

４８

一

５

３

一

‐ ７

５ ３

一

２ ２フィルターの減衰特性             1  2～ 10

整流装置の特性

⑪ 増 幅 ,発 振 ,変 調 お よ び復 調 回路

時間数 (hr)
1 1年 1 2年 + 3年

低周波増幅回路の周波数特性

Po P電力増幅回路の特性

トランジスタ回路の動作と浪1定

負帰還増幅回路

中間周波増幅回路

高周波増幅回路

トランジスタ発振回路

移相形CR発振FnI路               1  2～ 4

LC発振回路
５

一　

　

一

１

一

２

反結合発振回路

ブロッキング発振回路

水品発振回路

AMと 検波回路                1  2～ 4

FMと検波回路 1 2～ 3 1

プ レー ト検波とグリット検波回路

周波数変換回路

真空管発振回路の発振特性

5

1

5

5

1

発振器の特性試験

UJTに よる発振回路
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① 増 幅 ,発 振 ,変 調 お よ び復 調 回 路

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

検波器の特性試験 4 2 2

OTL電力増幅回路 4 1 1

トランス結合電力増1轟回路 4 1 1

⑩ ス ピ ー カ お よ び 電 界 強 度

実  験  テ  ー  マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

スピーカーの周波数特性 3 8 8

電界強度の測定 3～ 4 9 9

マイクロ波の測定 3

空中線回路の実験 3 2 2

レーダーの取扱 4 2 2

⑩ パ ル ス 回 路 安 定 化 電 源 回 路

実 験 ア 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

波形整形回路 2～ 5

微分積分回路 2～ 5 4

マルチバ イブ レーター 2～ 5 1 3

非安定マルチバイブレーター 2～ 4 1

無安定マルチバイブレーター 2～ 4 1

双安定マルチバイブレーター 2～ 4

RC回路の充放電特性試験 2～ 5 1 9 24

シュミットトリガ回路 2 5

安定化電源回路 2～ 4 1 5 11 17

② 交 流 回 路

実 1験 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

CR回路のベク トル軌跡 4～ 8 1 3 15

二電力計による三相電力測定 3～ 4 15 5

四端子網の回路定数 1 1 2

交流回路の電圧 。電流特性 3～ 14 3 9

リアクタンスの周波数特性 4～ 6 6 6

復共振回路特性 3 4 4

交流計算盤 3 ] 1 2

交流基本回路 3 2 2
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② 超 音 波 電 子 冷 却 レ  ー  ザ  ー

実  験  テ  ー  マ 時間数 (hr)
実 施 校

1年 1 2年 + 3年 1合 計

超音波実験 4 ] 2 3

電子冷却実験

ホログラフィの特性試験

レー ザ ー

1
つ 1

|

〇 デ ィ ジタル 計 算 機 お よ び ア ナ ロ グ言十算機

実  験  テ  ー マ 時間数 (hr)
実   施   校   数

論理回路実習

プ ログラ ミング

１

一

‐ ２

Ｈ

一
２‐

５ ‐

一

４ ２

アナ ログコンピュータ 4 -40 11

CAD実 習 12 1 1

ワンボー ドマイコンによるプログラミンク 15～ 26 3 3

電算機実習 6 -48 1 3 4

″  (県 教育センター) 1 1

BASICに よるプログラミング 18 1 1

コンピューター トレーナー 6 1 1

マイコン実習 6～ 18 1 1 2 3 6

② 電
洪̈

実  験  テ  ー  マ 時間数 (hr)

TV受像機の組立と調整 3～ 4

ラジオ受信機の組立と調整 8～ 9 4 8 12

受信機の総合特性 2 ～ 10 1 13

TVの特性 3 1 1

衛生放送の受信 3 1 l

ひずみ率の浸1定                i   3 1 1

増幅器の組立 3 1 l

光ファイバーケーブル実験 3～ 4 2 2

PCM光通信装置の取扱と伝送特性 8 1

|
1

1時
間数 (hr)1 1年

自動平衡記録計

2年  1 3年 1合 計

2～ 5 1サーボ機構の静・動特性
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〇  自 動 告」 御

実  験  テ  ー  マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年  1合 計

ボー ド線図による一次遅れ要素 2～ 4 12   1   12

プロセスシミュレーターによる制御動作 2 2

シーケ ンス制御 3 -16 7    1    55

周波数応答 2～ 8 1 11 11

調節計による制御 6 8 8

A― D変換 2～ 5 10 10

インディシャル応答 2～ 10 7 7

二次遅れ制御系の特性 4
|

4

電動発電機の自動制御 3～ 5 15 15

自動制イ卸フ
゜
ラント更王転 4～ 5 14

磁気増幅器の特性 4 4 4

SCRに よる電力制御 3 1 1

シーケ ンサ実習 6 2 2

マイコン制御 4 2 2

自動制御の概念 4 1 1

周波数伝達函数 4 1 1

最適制御 4 1 1

④ 光 度 ・ 照 度 演1 定

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実

た
也 校 数~丁

年 1 2年   3年  1 合計

白熱電球の配光 。光度曲線 2～ 4 1 6

簡易照度計による照度測定 2～ 5 1 1 11

球形・長形光東計による光東測定 2～ 4

けい光灯の特性と配光曲線 2～ 4 1 7 10

調 光 器 4 5 4 9

白熱電球の特性試験 4 1 1

光東測定 (蛍光管・着色含む) 4 1 1

0電 力 用 継 電 器 お よ び 模 擬 送 電 線

実  験  テ  ー  マ

誘導形過電流継電器の限時特性

時間数 (hr)

2～ 6

1 実 施 校 数

電力用保護継電器の特性 2 14 14

模擬送電線の実験 3～ 6 1

漏電遮断器 3 1 1

自動遮断器の遮断特性試験 3 1 1
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② 電 力 用 継 電 器 お よ び 模 擬 送 電 線

一ｈ
数

」̈「一「

た也

2年
験 時間数 (hr)

前一
‐
下

，

定電圧送電

送電線路 (円 線図 )

実  験

高圧実験

球・ 火花ギャップによる絶縁破壊

(ワ1 電 事

実  験 施
一鮮
一４８
一４
一２

校 委文

3年

14

合 計

107

8

13

10

電気工事

電気・ ガス溶接 3

3旋盤・ ボー ル盤

手仕上工作 ~~~ l～
4 1~薫戸

~「
下半FUご ての扱い方―十一 ～        | ~_1丁

寸
~ナ

寸可安全教育                   1  3～ 4__3～ 4___!

発電所 。変電所 。工場見学 33

高圧受電設備の取扱 l

自家用電気施設

９

し

一　

１
１

‐ ７

一

３ 、

一
‐０

1  1

20

1 12

1    71

1     2

l

変電総合実習

10

3
‐［
‐

ラジオ製作

ブンチンの製作

4～ 6 2

テスターの製作

安定化電源回路の製作
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習

1年
時間数 (hr)

単相 トランス製作

位相回路の製作

3

12

トランジスターによる増幅回路設計

マイコンインターフェイスの製作

ステッピングモーター制御回路製作

風呂ブザーの製作

■>十■―リニアモーターカー製作実習

デジタル ICに よるOPア ンプの製作      1   6   1
ICア ンプの製作               1   20
時計製作                   |       |
移相形発振器の製作

増幅回路の製作 と特性

①  電 算   機   実 習

実 験

1嘲
数 いの

実 施 校 数
マ

2年 3年

2

1

△
口

重
〓

２

一
１

一
２

FOR TR AN

I土:
マイコン実習

パソコン実習 36 1 1 1 1

時間数 (hr)

コンピュータによるロボ ッ ト制御 2

1

1

1

3

メカ トロニクスによる基礎実習

コンピューターによる制御実習

時間数 (hr)
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(3) ま と め

前回の調査との比較

0実施テーマ数

前回は76校の集計を,今回は68校 の集計を行ったcこ のため,前回と比較するため係数68

‐ 090を 前回の結果にかけて,今回の結果と比較した。学年毎の実施テーマ数をみると,

/76

(注 )( )内 の数値は090をかけた値である.以下の表も同様である
=

上表のようになった。 1年での実施テーマが約13%減 り, 2年では約 3%微減 し, 3年では逆

に12%増加 しているのがわかる。テーマ総数はほぼ同 じである。 このことか ら 1年での実験 。実

習の実施テーマ数が相当数減っていることが特徴的である。

。内容面での変化

基本的・ 基礎的分野の内容はあまり変化 していない。 しか し,電子技術, コンピュータ関係の

技術の急速な変化が,電気実習の内容にはかなり影響 していると思われる。電子計算機実習やメ

カ トロニクス実習等が1曽 lln。 新設されていることにあらわれている。以下,変 fヒ の大きい分野に

ついて検討する。

(, 電気計測予備実験

1年および 2年 とも相当数増加 しており, 1年で未履習の分を 2年で履習させる。

② 抵抗の測定

1年 では前回よ り47%激減 してお り,2年 で 激 しく増えていて ,テ ーマ数全体では17%減

少 している。 このよ うに , 1年での基礎的な計測実習が削減 されて ,座学 との十分な関連づ

けが危ぶ まれ る。 このよ うな傾向は0検 流計お よび電位差計 ,0ヒ ューズ・ 熱電対 。電池 ,

⑤磁気演1定 ,0自 己および相互 イ ンダクタンス,容量測定に も同 じよ うにみ られ る。

2   1「   1    3   彗_

10981 17951 1651
(988)|(1616)|(148( (1486)|(4090)

1二手■■瑶―主1 半―

…

1翌
282
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3 年  1総 計

前 回 1 /!、 | 1́1 1 /9,、  | 1́11
|(0)|(43)|(57)|(100)

o  1  16  1  127 1  143
+122%| +43%前回比  1  0  1 -63%

⑩ 誘導機

2年では前回より63%激減 しており, 3年では逆に 122%激増 している。この分野は多 くか

2年か ら3年へ移されたことになる。全体のテーマ数では43%増加 している。特に 3年の三

相誘導電動機の特性 (円 線図)の テーマが他に比 して非常に多い。 ここで,0直 流機および

◎変圧器のテーマ総数は前回と今回はほぼ同 じである。

① 同期機および交流整流子機

2年では前回34テ ーマを実施 していたにもかかわ らず,今回は全然実施されていない。 3

年では 6%減少 し,テ ーマ数総計では21%減少になっており, この分野は十分実施できるよ

うな条件にはなっていないっ

⑭ 電子管

上記の結果からテーマ数は激減 し,教材として電子管を扱う学校はほとんどなくなってい

る。そのかわり半導体素子の方へ重点が置かれている。ME技術の展開によるとみられる。

① シンクロスコープ,X― Yレ コーダ,VTVM

7

(6)

38

前 回 比 +530% +47%

1年ではシンクロスコープのテーマが前回に比べて 5倍強増加 して,低学年化の傾向が著

しい。 これはシンクロスコープという装置そのものが生徒にとり興味をもたせる対象であり,

実験実習を意欲的に取 り組ませるものであると思われる。また,そ の基本的な操作を理解す

れば今後の実験実習テーマを実施する上で非常に役に立つ装置であると思われる。安 く良い

回一則

前 回
|(:)|(:|)

1 173 1 207
(156)|(187)

前 田I比  1 0% |  ―  | -6%
147 1 147

150  1   14
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ものが購入しやすくなっているためとも考えられる。

① 共振回路,フ ィルタ

1 年 2   ■F 3   ■「 総  計

前  回
3

(3)
70

(63)
58

(52)
131

(118)

今  回 3 70

前回比 0% +11% -50% -16%

上記の結果か らテーマ総数では16%減少 しており,特 に 3年のフィルタのテーマが減少 し

ている。さらに,テ ーマ総数が日減 りしている分野は②超音波 0電子冷却・ レーザー,①光

度・照度漫1定が顕著である。

④ 電子計算機およびアナログ計算機

上記の結果か らテーマ総数では33%増加 し, 1～ 3年にまたがり, 3年間で計算機実習の

基本を習得させるように配慮されている。

特に, 1年で実施させる学校が増加 し,生徒が早 く計算機に馴れ,そ れを実用的に利用で

きる能力を身につけるよう教育的配慮が感 じられるc

O 電気工事

1 年  1 2 年  1 3 年  1 総 計

82 1 61 1 42 1 185
前  回  1 /17、  1 /1二 、 | ′1員 、 |

興
=車

翠生二撃Щ
°6つ

今  回  1 106 81 1 58 1 245

前回比 下裏形戸
~十~三

百研πT~~「
~+53%  |  +47%

上記の結果か ら全学年にわたり実施されている。テーマ総数 も47%増加 している。 1つ に

は資格取得という目的もあり,電気工事という分野が製作的要素 と回路パターンの認識化と

いう意味で実技的科 日で興味深い対象 と思われる。

o メカ トロニクス

前回ではこの分野のテーマはなく最近の技術分野である。今後各学校でも多 くのテーマが

採 り入れ られ増加するものと思われる。

以 上のように,今回の集計結果を前回と比較 し,特徴的な変化を概観 した。総 じて, 1年 の実

習テーマ数が減少 し,そ れ らが 2年 に移動 したり,簡略化されて実施されたりしている。また,

座学における基礎理論の学習と実験実習によるそれ らの検証との関連が弱め られ,混乱 している

所 もみ られる。 このことは,工業基礎の導入の影響の一つ と考えられる。

また,社会的なニーズとして, コンピュータ関係の実習が多 くなっており,それ らの増加 と従

来の実習内容の精選による実習内容全体の体系化が差 し迫 った課題 と考えられる。さらに全般的

に座学 と実習の融合・体系化をどう図るかが重要な問題であろう。

前  回

2 年  1 3 年

35  1  116  1

‐６６一“
+400% 1  +67% |  +15% |
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6.電 子 科 にお け る 実 験・ 実 習

調査対象として41校を抽出し,調査 したところ,29校より回答があった。以下に,実習の単位数,実験・

実習の実施状況をまとめ,電子科における実験 。実習の実施状況を概観する。

(1)実習の単位数
|

学年別の実習の単位数 と実施校数 を表 1に , 3年間の合計単位数 と実施校数 を表 2に示す。   ‐

表 1 実習の学年別単位数分析

単位数
学 年

0 1 2 3 4 5 6

1  学  年 8 1 ] 4 3

2 学 年 1 9 3 1

3 学 年 1 4 14

表 2 実習の 3年間の合計単位数分布

単  位   数 8 14

実 施 校 数 7 6 4 2 1 1

学年別の実習の単位数は, 1学年で 0単位か 3単位, 2学年で 3～ 4単位, 3学年で 4～ 6単位

配当 している学校が多いc

3年間の実習単位数は 8～ 10単位が多い。

学年別の実習の単位数で特に目立つのは, 1学年において,実習の単位数が 0～ 1単位の学校が

全体の 1/3であり,工業基礎の導入による影響が見 られる。さらに, 3年間の実習の合計単位数 も,

前回の調査結果より 2単位ほど少な くなっていて,同様な影響が見 られる。なお,電子科の工業基

礎の単位数は 3単位が最 も多 く, 4単位 も一部にあった。

(2)実験・実習の実施状況

各学校で実施 している実験・ 実習のテーマを教科書の章立てに したがって分類 し, テーマ名, テ

ーマごとの時間数,学年別の実施校数及びその総数を表 3の①～② に示す。さらに,そ れ らを分野

別に分類 し,各分野ごとのテーマ数 と各学年ごとの実施校数 とその総数を表 4に示す。
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表 3 実験 。実習のテーマ′実施時間′実施校数

① 電 流 と 回 路

実 験 テ ー マ 時間数 (1lr)
実 施 校 数

1 年 2    ■F 3  年 1  言十

オームの法則の確認 (抵抗の直並列回路 ) 2～ 9 3

キル ヒホッフの法則 2～ 4 Э

電流計,電圧計の取扱し 2～ 4

回路計による電圧,電流,抵抗の測定 2～ 8 3

分流器と倍率器 2～ 8 21

直流電位差計 による起電力測定 2～ 4

電位差計による計器の補正 2～ 6 5 1 | 6

乾電池の特性試験 2～ 3 5 1 1   1 6
P. 0.BOX 2～ 4 3 1 4

指針検流計の取扱い,特性測定 3 2 2

反照検流計の感度測定 3 1 1

直流電位差による電圧,電流の浸1定 1～ 6  1   3 3 6

電位のつりあい 3 , 2

重ね合せの理の確認

各種抵抗の電圧 と電流 2～ 8 5 5

比較法による直流電流計,電圧計の補正 2 1 1

検流計と分流器の取扱い 3～ 4 2 2

半偏法,等偏法による検流計の内部抵抗の測定

蓄電池の充放電

抵抗の合成と電圧降下 4 1 1

テスタ回路の実験 2 1 1

② 導 体 の 抵 抗 と 測 定

実  験  テ  ー  マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

l 年 2   ■三 3    を
「 言十

電圧降下法による抵抗測定 1～ 4 8 2

ホィー トス トンブ リッジによる抵抗浸1定 2～ 4 4

ケル ビンダブルブリッジによる電解液の抵抗測1定 2～ 4 8 3

コールラウシュブリッジによる電解液の抵抗漫1定 2～ 3 5 1 6

接地抵抗計による接地抵抗測定 1～ 5 5 2 7

置換法による抵抗浜1定 3 1 l

メガによる絶縁抵抗の没1定 1～ 3 3 1 4

温度による抵抗率変化 3～ 4 2 4 l 7

すべり線ブリッジによる中位抵抗の測定 3 1 1

ケル ビン法による電流計,電圧計,検流計の内部抵

抗測定
3～ 4 1 3

抵抗器の使用法 1～ 4 3 2

電球の抵抗沢1定 2～ 4 1 3

ブリッジによる電流計,電圧計の内部抵抗浸1定 2～ 3 2 1 3

メー トルブリッジによる中位抵抗の浸1定 3 1 1

直流電位差計による抵抗浸1定           1  1～ 4 1 2 3

反照検流計による絶縁抵抗浸1定
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○  電 気 エ ネル ギ と電 流 の作 用

実 験 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    年 3 年 1 計

熱電対の特性 3 3 3

直流電力の潰1定 2～ 4 3 1 12
電気 コンロの実験 3 2 ι

|ヒ ューズの溶断試験 3～ 4 2 1  1 3

最大電力供給条件に関する実験 3 3 3

ジュール熱の実験 3～ 4 2 3 5

電球の電圧,電流,電力の関係 2～ 3 1 3

④ コ イ ル  と 磁  気

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実

〓
也 校 数

1 年 2    1 3    fF 言十

磁束計による磁′とヽ材料のヒステリシス特性 2～ 4 9 3 12

鉄の磁化特性 2～ 3 1 1 2

磁 束 計 3 1 1 2

磁力線 と磁界の方向 2～ 3 l 1

円形 コイルによる磁界の測定 3 2 2

円形コイルによる地球磁界llFl定 4 つ 2

リレーの動作確認 2 1 1

磁気測定 1 1 2

O 電 流 と 磁 気 の 相 互 関 係

実 施 校 数

1 年 2    ミ_ 3    空F 言十

コイルの製作 と特性 1～ 6 0
1 1 4

相互インダクタンスの浸1定 3～ 4 1 1 2

ホール効果

電磁誘導現象 3～ 4 1 1 2

フレミングの左手の法則 3 1 1 2

実 験

③  コ ン デ ン サ と 電 界
~     

吾 嘉

数
ア

言十

電位分布の測定 2～ 3 3 1 4

電 位 傾 度

コンデンサの直並列に関する浸1定 2～ 4 4 3 7

平行板 コンデンサの静電容量沢1定
|

静電容量 と静電エネルギの測定 3～ 4 4 1 5

⑦  放 電 と 電 子 現 象

実   験   テ   ー  マ 時間新 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    1「 3    ・T 計

定電圧放電管 2 1 1

蛍 光 灯 2～ 8 2 2
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交流基本回路の電圧と電流

共振回路 (RLC直並列回路)の特性

複共振回路の特性測定

交流 フリッジ (L,C,Rの 沢1定 )

マ ックス ウエルプ リッジによるL,Mの 洪1定

電圧降下法によるL, Cの 潰1定

直列抵抗法による容量測定

コイルのインピーダンス測定

置換法によるL, Cの 洲1定

交 流 回 路

1 時間数

2～ 20

2～ 8

非 正 弦 波 交 流

施
験

R, L, Cの特性に関する実験 1  2～ 6  1  1 1  8 1

RLC回路の位相量,ベ ク トル軌跡の浸1定     1  3～ 4

LC回路のX― f特性の浸1定

マッチング条件の実験

ベク トル軌跡

⑨    二 相  交 流

二相交流電力の測定

積算電力計の実習

―
―

―実 験 ア 時間数 (hr)|¬
年 2    曇_ 3    fF 言十

CR回路の過渡現象 5 4 10

RLC回路の過渡応答特性 3 1 1

ひずみ波の波形分析 3 1 1

‐
2

ひずみ波交流のひずみ率測定 3～ 6 2 1 3

パルス波の基本的取扱い 3～ 4 6 4 7

非正波交流の実験               1  3 1 1

験 1 時間数 (hr)

フィルターの実験

フィルターの設計と周波数特性の測定

抵抗減衰器の特性測定

ブリッジT形抵抗減衰器の設計

四 端 子 網
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⑫ 半 導 体 素 子 と 電 子 管

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実 方色 校 数

1 年 2    年 3    全F 言十

2極管の特性 3～ 4 1 1 2

3極管の特性 4 3 3

4, 5極管の特性

真空管試験器

ダイオー ドの特性浜1定 1～ 5 5

エサキダイオー ドの特性沢1定 4 1 1

定電圧ダイオー ドの特性測定 15～ 6 9 9

ダイオー ドの動的波形観測 1～ 4 , 2

トランジスタの静特性没1定 15～ 6 2

トランジスタの h定数測定 3-4 9 9

FETの特性浸1定 15～ 6 1 17

U」 Tの特性浸1定 1 1

SCRの特性浸1定 1-6 7 4

半導体整流器の特性 1～ 6 6 6

セレン整流器 4 2 2

金属整流器の特性 1 1 1

ホ ト・ トランジスタの特 性測定 3-4 1 2 3

光電導セルと光電管の静特性 4 2 2

サー ミスタ 。バ リスタの特性測定 2-4 1 5 6

熱電対とサーミスタ 3-4 2 2

各種整流素子の特性測定 3-6 1 3

サイラトロンの特性潰1定

変換素子の特性 3 1 1

⑩ 増
●
田 回 路

実 験 マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    1F 3    r■ 計

低周波増幅回路の特性測定 2～ 8 3

低周波電力増幅回路の特性測定 3～ 6 3 11

負帰環増幅回路の特性測定 3～ 6 11 2

トランジスタ増幅回路の設計と特性浜1定 2-10 l 17

トランジスタの静特性とバイアス回路 3～ 6 D 5

各種増幅器の周波数特性 2～ 5 3 3 6

直流増幅回路の特性測定 3 1 1 9

チョッパ増幅回路 4 1 1

広帯域増幅回路

プッシュプル増幅器の製作 6～ 12 1 1
つ

高周波増幅器の特性 3～ 4 3 6 9

真空管増幅器の特性

電力増幅回路 (効率測定,最適負荷 ) 3～ 4 1 2 3

差動増幅回路 3-6 2 2

FET回 路 3-4 4 4

トランジスタ 1石 リレー駆動回路の基礎 4 1 1

増幅器の諸特性 3～ 4 l 2 3
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発 振 回 路

1時
間数 Q→

施   校

す
数

実 験 ア
年 言十

水晶発振回路の特性測定 1～ 6 | 2 6

CR発振回路の特性測定 2～ 6 | 8

LC発振回路の特性潰1定 2～ 4 Э 5

反結合発振器の特性 2～ 4 2

発振回路の特性 4～ 5   1         4 6

路回

実

波形整形回路

マルチバイブレータの特性

双安定マルチバイブレータ

時間数 (hr)

3～ 6

3～ 6

12

10

無安定マルチバイブレータ

単安定マルチバイブレータ

微積分回路

シュミット回路

プロッキング発振回路の特性

のこぎり波発振回路

U」 Tに よるパルス波,の こぎり波発生回路

階段波発生回路

タイマー信号発生回路

パルス発振器の原理

スイッチング回路の特性

パルス計数回路

周波数変換回路

1時
間数 Q→

基本論理回路

ロジックトレーナによる論理回路 4 1 7J ll
4 1 10 1 14論理演算回路                 1  2～ 8

論理素子に関する実験

リミッタ

デジタル技術 1     8 1 1  1

〇 ~F高
蔦再平葺華F堅匿理肛整亘験実 ア

スピーカの特性

マイクロホンの特性

磁気録音機再生機 |

防音装置
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⑪ ル ス 回 路

験 ア実 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2   1F 3    1F 計

自動交換機の実験

搬送通信機の調整及び特性 1 1

搬送電話装置 3～ 5 2 2

有線 と搬送に関する実験 1 1

電話擬似線路の特性 4 1 1

通信用継電器の基本回路の動作測定 1 1

テレタイプ装置

光ファイバーを用いた実験 3～ 4 3

⑩ 電 波 と 空 中 線

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

] 年 2 3 計

マイクロ波の測定 (電力, インピーダンス) 2～ 6

電界強度の浪1定 1～ 6 1 9

クライス トロンの特性 2 1 1

アンテナの実験 2～ 6 1 5 6

空中線の固有周波数及び定数の測定 1 1 1

超短波発振器の波長及び指向特性 1 1 1

VHF,oSCと ス測定

超短波におけるインピーダンスの浸1定 5 1

レ ー ダ ー 4 ―   1   1

⑩ 置
い

線 機 器

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実

た
也 校 数

1 年 2    ■F 3    1F 言十

AM変調 と復調 3～ 7 3

FM変調と復調 3～ 6 2 14

PM変調 と復調 1 1

ダ イ オー ド検波 3 3

陽極検波

位相検波

パルス変調回路

変調回路の特性 3～ 4 1 3 4

検波回路の特性 3～ 4 1 2 3

送信機の特性 3～ 6 7 7

受信機の特性

Fヽ li基信機 6 1 1

FM受信機 3～ 6 1 6 7

ラジオ受信機の調整試験

五級スーバ受信機の組立

五級スーパ受信機の特性

ロラン受信機の実験

ヘテロダイン受信機の製作調整 6 つ 2

(次ページにつづ く)
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④ 笠
¨

線 機 器

実 験 ア 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    ■「 3 年   計

無線受信機の総合試験 4～ 5 」 4

VHF受信機の絡合試験

短波 信機の総合試験

無線機器の製作

無線器の取扱いと特性 5 1 1

無線局の運用 (ト ランシーバの運用 ) 3 1 1

FS通信

レーザ (通信 )
1 1

DA・ AD変換 (PCM通 信 ) 3～ 5 2 ,

搬送波実験 6 1 1

リング変調,復調の特性

中間周波増幅回路の特性 3～ 4 3 4     1      7

SSB送 受信装置

一〇 ア レ ビ ジ ヨ ン

実   験   テ   ー   マ    1 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    4F 3    生F 計

テレビジョン受像機 3～ 8

カ ラーテ レビジ ョン 3 9 9

映像増幅回路の特性 l 1

TV水平垂直偏向回路 1 1

② 嘔 源 設 備

実   験   テ   ー   マ    1時 間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 年 1 3 年 言十

整流回路の特性 3～ 6 18 3

安定化電源回路の特性 3～ 6 つ 15

SCR交 流電圧制御装置による電圧制御 3～ 6 3 1 4
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④ 一
咆 源 設 備

実 験 ア 時間数 (hr)
実 施 校 数

l 年 2    4F 3    年 言十

変圧器の特性浸1定 3～ 6 2 4 6

変圧器の製作と特性 9 1 1

変圧器の絶縁抵抗

単相変圧器の変圧比及び二相結線 2～ 4 2

二相変圧器の結線 |

返環負荷法による変圧器の温度上昇試験

ェプスタイン装置による鉄損の測定

直流電動機の特性 2～ 4 2 4

直流発電機の特性 3～ 4 1

直流電動機の速度制御 3～ 6 1 1

直流機の実験 1 1

三 lE誘導電動機の特性 3～ 5

単相誘導電動機の特性

誘導電動機の起動法 1 1

二相同期発電機の特性 3 1 1

二相同期電動機の特性

電動発電機の特性

絶縁耐圧試験 0 l 1

変圧器油の絶縁破壊による放電試験

火花間隙による高電圧の浸1定

②
一ビ
Ｌ 気 応 用

実 験 ア 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    4F 3    年 計

放射線実習

超音波に関する実習

真空蒸着装置の取扱い

④ 電 子 計 浪1

実 験 ア 時間数 (hr)
実 施 校 数

l 年 2    1F 3  1年 計

Qメ ータの使い方 1～ 6 3

高周波定数の測定

熱電対型電流計の目盛定め

高周波計器の実験

AD・ DA変換 3～ 4 3 3

差動変圧器の特性

エ ンコーダとデ コーダ 2 1 1
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（④ 一
咆 子 浸」 機 器

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実

た
也 校 数

1 年 2 年 3    年 計

シンクロスコープの取扱い方 2～ 10 8 1

リサージュ図形による位相周波数漫1定 2～ 6 2 7 9

XYレ コーダの使い方 2～ 4 4 3 7

真空管電圧計の使用法 6 1 1

電子電圧計の原理 と取扱い方 3
|

l 1

ベン書きオシログラフの使い方 3 1

ヘテロダイン周波数計

キャンベルブリッジによる周波数測定

周波数計による周波数測定

ア ナ ロ グ 電 子 計 算 機

時間数 (hr)|

アナログ電子計算機の使用法

ICによる演算回路

⑪ デ ィ ジ タ ル 電 子 計 算 機

実 験 ア マ
FIEl堀, ′法´ヽ

実
た
也 校 数

l 年 2~~年
「

~t _rT
言十

プログラミング 2-54 9

コ ンピュー タ シュ ミレー タ

イヾナ リーマスタのプログラミング 3～ 5 1 1 2

加算機のフロ゚グラミンク
゛

3 ] 1

コンピュー タ トレーナ 3～ 9 1 2 3

加算回路 1～ 3 1 2 3

卓上電子計算機 (パ ソコン) 6～ 12 4 2 4 10

ワンボー ドマイコン (制御 も含む) 4～ 9 ] 10

NC旋盤プログラミング 1 1

CAD 1 1

XYプ ロッタによる図形処理 2 1 1

アセンブラ 5～ 8 1 3 4

パ ソコ ンに よ る制御 4～ 20 5 10

里ボット制御 2～ 8 1 2
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④ フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    年 3    年 計

サーボ機構 4 2 2

サーボモータの実験 3～ 4 2 2

サーボ増幅器の動特性 3 1 1

シンクロサーボ機構の動作

磁気増幅器

ボー ド線図の潰1定 5 1 1

伝達関数, ステップ応答の特性 6 1 1

周波数応答,系 の安定性判別 3～ 6 1 2 3

RC回路の周波数応答特性 4～ 5 2 2

2次遅れ系の特性

自動平衡計器

電気式調節計

調節計によるPID動作特性

CR補償回路の特性

プロセスシミュレータによる周波数応答 4 1 1

液面制御

温度,流量,液面のプラント装置での制御 3 1 1

電動発電機の自動制御

電気炉の温度制御

流量の測定と制御

液面タンクとダイヤフラム弁の特性

差動変圧器,セ ルシンのテス ト

計算機 による制御系の模擬 1 1

過渡応答特性 3 1 l

フィー ドバ ック制御 1 1

⑩ シ ー ケ ン ス 自 動 制 御

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 12 年 3    生F 言十

シーケンス制御の基礎 (リ レー,無接点回路) 3-12 2

リレー回路の実験 (基本回路 ) 3～ 8
|

2 5

―ケンスボー ドによる トレーニング 3～ 5 2 2

Jlし ベータのシーケンス制御
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① 製 作 実 習

実 験 ア マ 時間数 (hIヽ )
実 施 校 教

1 年 2    年 3  年 1  計

テスターの製作 2～ 19 2

6石 トランジスタラジオの製作 8-25
ラジオの製作 1 1

2バ ンドラジオの組立,調整

2石 トランジスタラジオの製作 15 1 1

ディジタル時計の製作

電卓の製作

半田ごて 6～ 12 2 2

インターホンの設計と製作

プ リント基板の製作 3～ 6 1 3 2 6

シャーシの製作

C・ Rボ ックスの製作

安定化電源の製作 4～ 24 4 4 8

抵抗器の製作

ワイヤ レスマイクの製作 1 1

電子電圧計の製作 4 1 1

電子電流計の製作 4 1 1

電子抵抗計の製作 4 1 1

CR発振器の製作 4 1 1

方形波発振器の製作 4 1 1

DAコ ンバーダ 4 1 1

アクティブフィルタ 4 1 1

ウオークマ ンフィル タ 1 1

1石 トランジスタラジオの製作 6 l 1

ワンボー ドマイコンの製作 8～ 48 1 1 2

41C増 幅器の製作 1 1

IC論理回路の製作 5～ 8 1 1 2

各種回路の製作 6 1 1

メロディボー ドの製作 8

雷子工作 6～ 9 1 3

⑫ 工 事 実 習

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    生F 3    ■F 計

電気工事 2～ 24(60 6 9 , 17

ハ ンダ付の練習 2～ 8 1 1 13

電線の支持法 1

電線の接続 2～ 16 5 3 8

金属管工事 3 1 2
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０
）

工 作 実 習

実   験   テ  ー  マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1 年 2    年 3    4「 計

機械実習 3 1 1 2

ヤスリ作業 2 1 1

板金実習 3～ 12 3 1 4

旋盤実習 3～ 8 2 2

小形 ドリル立ての製作

アル ミ定規の製作

ツマ ミの製作

不―ムプレー トの製作

引張試験片の製作

〇 そ   の イ也

実 験 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

11年 12年 3年 1計
原動機実験

金属材料試験

引張試験

空気,電気マイクロメータ

写  真

エンジンの分解 。組立 1 1

卒  研 2 2

選択実習 28 l 1
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分 野      i テ ー マ 数 1 年 2    4F 3 年 言十

① 電流と回路

② 導体の抵抗と測定 1

③ 電気エネルギと電流の作用 7 9

④ コイルと磁気 8 7 1

⑤ 電流と磁気の相互関係 4 3 3 4

① コンデンサと電界 3 5

⑦ 放電と電子現象 2 3 3

③ 交流回路 14 9 5

⑨ 三相交流 1
, 5 7

⑩ 非正強波交流 6 1

⑪ 回 路 網 b 9

⑫ 半導体素子と電子管 7

⑩ 増幅回路

⑭ 発振回路 5

15 パルス回路 11

⑩ 論理回路 6
И
ヽ

○ 音響機器 2 2

⑩ 有線機器 6 9

⑩ 電波と空中線 8 2

⑩ 無線機器 17

〇 テレビジョン 4

(0 電源設備 3 9

④ 電気機器 11 7

② 電気応用 0 0

④ 電子計浸1 3 7

⑩ 電子計測機器 6 4

④ アナログ電子計算機 2 2

④ ディジタル電子計算機 13

⑩ フィードバック制御 12 1 1

⑩ シーケンス自le」 制御 3 5

① 製作実習

⑫ 工事実習 5

〇 工作実習 4 4   1     1 9

○ そ の 他 3 3 4

表 4 分野ごとのテーマ数と実施校数
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(3)ま  と め

表 3,表 4よ り,座学 に並行 して実験・学習が実施 されている。以下に,前回の調査結果 と比較

しなが ら,10年間における学習指導要領の改訂や技術の進歩をも、まえて,ま とめる。なお,今回の

回答数は29校であり,前回 (36校)の 8割にあたる。

① 実習の単位数

第 1学年における実習の単位数が 0～ 1単位の学校が 1/3を 占めている。また,3学年の合計

単位数 も前回の調査より 2単位ほど少なくなっている。 このことは,「工業基礎」の導入の影響 と

考え られる。

② 学年 ごとの実験・実習の実施状況

表 4よ り,各学年で実施 している実験 。実習のテーマ数を集計すると,次 のようになる。

||

表 5 学年別の実施テーマ数

学  年

調   査

1学 年 2学 年 3学 年 言十

一削 回

(昭 和 51年 )

584

(467)

621

(496)

708

(566)

1,913

(1,530)

△
回

(昭 和 62年 )

556 メ
仕 1,428

注)(  )内 の数字は,前回と今回の調査結果を比較する意味で,前回の結果に0.8(今 回の集計学校

数が前回の 8割 にあたる学校数であったことから)を掛けた値である。以下の集計でも同じように示す。

表 5よ り,前回 と今回の実施 テーマ数 を比較す ると,今回 の調査結果では 1学年で前回より激

減 (326/467≒ 0.7-30%)し , 2学年では前回より微増 (556/496〒 112+12%),3学
年では前回と変わらない。そ して,全体 としては, 7%減 ぐらいで,大 きな変化はない。

次に,実施 されているテーマの内容か らみると,各学年で多 くの学校でとり上げているテーマ

は次の各分野である。なお, ここでとり上げた分野は,各学校で 1テ ーマは必ず実施 しているこ

とを考え, テーマ数が30以上のものとした。

1学年 :①電流 と回路,②導体の抵抗 と測定,③電気エネルギと電流の作用,④工事実習

2学年 :③交流回路,⑫半導体素子 と電子管,②電源設備,④電子計測機器

` |       こλ言伍ほ県炉堰異鱈』繁]ぢ FT撃星写「8皇羅重誓iま?言T撃電:日 31ζ〔|シ暑量施
されている。

このように,全体的には,各学校でとり上げているテーマと実施学年は前回の調査結果 とあま

り変わらないと言える。次に,内容面か らもっと細か く見るために,分野ごとに分析する。

a.①電流 と回路,②導体の抵抗と測定に関する実験・実習の実施状況

102学 年での実施状況は次に示す通 りである。

学 年

調 査
1 年 2 年 計

一則 回 311

(249)

14

(11)

325

(260)
△

回
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1学年で,前回より30%実 施校数が減 り, 2学年でその分増えている。 このことか ら, 1学年

において基礎的な計潰1実習が十分実施されてお らず,実験 。実習が座学 と十分並行 しているとは

言いがたいc

b.③ 交流回路 の実施状況

前回の調査結果 と同様,実施校数, 2学年での実施は変わ らず,基礎的な実習として定着 して

いる。

C.⑫ 半導体素子 と電子管 l13増 幅回路 の実施 1人況

電子管の特性に関する実験が激減 (60→ 5)し ,技術の流れがみられる.こ の分野での実施状

況は次のようになる。

学  年 1 1 年 1 2 年  1 3 年

(43) | (200)

今      回  1    12

35       1       340

(28) | (272)

この分野に関する実験の実施状況は,全体で前回より34%減っ

テーマの内容についても同様であり,現在の半導体技術から考え

⑮パ ルス回路 ⑪論理回路 の実施状況

この分野の実施状況は次の通 りである。

全体的に,前回より50%実施校数が増えている。

て,テ ィジタル技術がかなり組みこまれているよ

④無線機器 の実施状況

前回と同 じような結果であった。

④デ ィジタル計算機 の実施状況

この分野の実施状況は次の通 りである。

ていて,各学年でも同様である。

ると不思議である。

これは,工業製品にコンピュータをはじめと

うに,技術の変化に対応 しているといえる。

e.

この分野に関する実験 。実習の実施校数は前回の 35倍 になっていて, しかも,低 学年か ら実

施されている。 この十年間でのコンピュータ技術の進歩に呼応 している。

g.①製作実習の実施状況

この実習の実施状況は次の通 りである。

▲

ロ

学 年

調 査
年 3 年

回 28

(22)

112

(90)

140

(112)

回 128

学 年

調 査
年1 2 年 3 年

回 2 37

(30)

△
回 15
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L /

調          
年

1 年 2 年 3 年 言十

一刑 回 39

(31)

16

(13) (6)

62

(50)
△

回 18

実施校数はほぼ同じであるが,学年ごとの実施校数は前回では 1学年に集中 していたのに,今
回は,全学年にわたって平均 している。また,実施テーマでは,テ スタの製作は相変わ らず実施

されているが,そ の他のテーマは,最近の技術の流れを反映 したものが多い。

以上 a～ gま で,多 くの学校で実施 している分野について見てきたが,そ の他の分野では,実
施状況が前回と変わりないものと大きく減少 したものとにわかれる。

。前回と変わ らない分野 :③電気エネルギと電流の作用 ④ コイルと磁気 ⑤電流 と磁気の相互

作用 ⑥ コンデンサと電界 ⑨二相交流⑩⑩非正弦波交流 ①回路網 ⑭発振回路 ○音響機

器 ⑬有線機器 ④ テレビジョン ④電子計漫l ④電子計測機器 ⑩ シーケンス制御

。前回より減少 した分野 :

⑩電波 と空中線     前回 61(49)→今回 36 30%減
④電気機器       前回 95(76)→ 今回 29 60%減
②電気応用       前回 5   →今回 0

②アナログ計算機    前回 35(28)→ 今回 13 50%減
④ フィー ドバ ック制御  前回 59(48)→ 今回 17 65%減
○工作実習      前回 22(18)→ 今回 9 50%減

。前回より増加 した分野

⑫工事実習       前回 29(24)→ 今回 41 70%増
これ らか ら,特徴的なことは,直接電子科の専門科 目とつなが りのない,④電気機器,④ フィ

ー ドバ ック制御 〇工作実習 などの実習が実施されなくなった。

③ 電子科における実験・実習の実施状況のまとめ

「工業基礎」の導入による影響が見 られ, 1学年での実験 。実習の実施テーマが減少 し,基礎

的な実習が 2学年に押 し上げ られている。また,技術の変化に伴い, コンピュータやディジタル

1     彗編tiS:二 こ1:幅 ふ[堪 illか
し'直接電子技術に関係 しない加工実習,電気機器, 自動

7.工 業 化 学科 にお け る実験・ 実習
調査対象68校中48校の回答があった。前回の調査の回答数は53校である。それらを集計した結果を

以下に述べる。

(1)実験実習の単位数

1学年の実習単位数はほとんどの学校で 2～ 4単位 (前回 4～ 7単位)であり,前回の調査 と比

較すると平均で 2.6単位 減少 した。また,すべてを工業基礎 に振 り替えた学校が 7校あった。

2, 3学年の単位数はわずかに減少 しており, 3年間の合計単位数では平均で約 3単位減少 した。
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単位数

学 年
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 平  均 前回平均

1学年 (校数 ) 7 0 2 0 1 0 0 0

2学年 (〃 ) 0 0 0 0 2114 0 0 0

3学年 (〃 ) 0 0 0 0 0 1  4  1 20 3 4 72

表 1 学年別単位数

表 2 実験実習の 3年間合計単位数

(2)実験実習の実施状況

Oお もな実験実習分野の学年別実施について (表 3参照 )

定性分析,重量分析については 1学年での実施は前回の調査では約90%,今回の調査では約70%

であり,約 20%の学校が 1学年か ら2学年での実施に振 り替えた。

中和滴定は 1学年での実施は前回75%,今回37%,酸化還元滴定は 1学年での実施は前回59%,

今回 13%であり, 1学年か ら2学年での実施に大きく移動 した。 これ らは主に工業基礎,工業数

理の導入の影響によるものと考え られる。

機器分析は前回はほとんどが 3学年のみの実施 (94%)で あったが,今回は 2～ 3学年で行って

いる学校が増加 した。

プラント実習は前回45%(24× 100/53)で あったが,今回は81%(39× 100/48)が実施 し

ており,大巾に増加 していることがわか った。

O各実験実習分野毎の実施状況について (表 4参照 )

実験実習の具体的なテーマ, テーマ毎の実施時間,実施学年等 について実施校数を集計 し,表 4

にまとめた。分野 としては,①基礎実験,②定性分析,③定量分析,④製造化学他,⑤物理化学 ,

①機器分析,⑦化学工学 ,③工業分析その他 とした。なお,表中右端の列は前回の結果を%に

換算 した数値を示す。

表 3 おもな実験実習分野の学年別実施状況 ( )内 は前回調査%

▲

▼

定性分析TI駕
1数 1 33    1 1
% 1 72(91)1 2 (0)

重 量 分 析 1校
数

つ
ι
　

５

一

１

　

２

一
〇

10

24  ( 7)

28

61  (25)

35

87  (41)
酸化還元滴定

中 和 滴 定

有 機 合 成
|け 」(m)1鮒
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学 年

実習分野
1学 年 1～ 2学年 2学 年 2～ 3学年 3学 年

物 理 化 学
校 数

%

16

36  (44)

17

39  (23)

11

25  (33)

化 学 工 学
校 数

%

9

19  (13)

39

81  (87)

機 器 分 析
校 数

%

10

21  (6)

38

79  (94)

プラント実習
校 数

%

2

5

1

3

36

92 ( 100)

|
表 4 実験実習テーマー覧表

① 基 礎 実 験

実 験 テ ー マ 時 間 数

実 施 校 数

前回 (%)
1年 2年 3年 計 (%)

物質の精製 2--10 1 1 19(40) (30)

ガラス細工,バーナーの取扱い 2--10 3 35  (73 ) ( 51)

沈殿の生成,濾過,洗浄,溶解 2--10 18 4 22 (46) ( 15)

沈殿の乾燥,灼熱 2--10 3 16(33) (  9)

試薬調製方法 2--10 6 28 (58) (  6)

物質の生成と観察 2--10 2 1 18(38) ( 26)

天秤の取扱 1--20 8 38 (79) (100)

PH指示薬 2--10 7 8 ) (  4)

その他,器具の取扱い方, アンモニアの性質,塩化水素と塩酸,金属イオンの反応, タン白質の

性質,空気の性質, テル ミットの反応,七宝焼,反応速度,溶解度

② 定 性 分 析

実 験 テ ー マ 時 間 数
実 施 校 数

1年 12年 13年 1 計 (%)

分析基礎実験 2- 8 36 (75) (13)

第 1属 陽イオン定性分析 2--10 9 38 (79) (60)

一弟 3--20 28 12 40 (83) (55)

一弗 3--15 9 35 (73) (55)

第 4 3--12 9 31(65) (45)

第 5 3-12 8 24 (50) (偲 )

一弟 1--10 7 21 (44) (38)

第 1～ 6属混合未知定性 3-24 8 22 (46) (17)

金属不明 3´-10 3 3 6(13) (32)

陰イオン 3--18 3 2 5(10) (45)

有機定性分析 3--12 2 3 5 (10) ( 4)

|
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③ 定 三里 分 析

実  験  テ  ー マ 時 間 数
実 施 校 数

前回 (%)
1年 2年 3年 計 (%)

結晶硫酸銅中の結晶水の定量 3--18   1  25 34(71) (75)

統晶硫酸銅中の銅の定量 3--27   1  28 38 (79) (72)

結晶硫酸銅中の硫酸根の定量 3--27 20 (42) (66)

ョウバ ン中のア′レミの定量 3--15 3 5(10) (23)

ニッケル塩中のニ ッケルの定量 5--10 9 4(8) (23)

結晶塩化バ リウム中の結晶水 3--15 1 2 3(6) ( 4)

燐酸の定量

炭酸 ソーダ標準溶液の調製 3- 9 17 44 (92) (70)

塩酸溶液の調製 2-- 6 17 40 (83) (66)

カセイソーダ溶液の調製 2- 6 38 (79) (57)

硫酸溶液の調製 2- 6 3 16 ( ( 4)

工業用塩基の純度測定 2- 8 8 23 (48 (28)

工業用酸の純度潰1定 2- 6 5 7 12 (25 (30)

混合アルカリの分別定量 2--10 8
４

＾
22 (46) (49)

食酢及び氷酢酸中の酢酸の定量 3--10 11 17 1 29 (60) (30)

硫安中のアンモニアの定量 3- 5 1 3 4(8) (24)

中和滴定のうち分類が不明の学校 2 2(4) (26)

KMn 04標 準溶液の調製 2- 6 5 34 39 (81) (64)

K2Cr207標 準溶液の調製 2-- 6 1 15(31) (23)

Na2S2 03標 準溶液の調製 2- 5 2 18 (38) (38)

シュウ酸ソーダ標準溶液の調製 2--10 4 30 (63) (13)

第 1鉄塩中の鉄の定量 3- 6 2 30 (63) (70)

二酸化マンガン中のMnの定量 3- 5 1 5 6(13) ( 9)

軟マンガン鉱中のMnの定量 4- 6 1 5 6(13) ( 9)

ヨーソ滴定 2--10 9 9(19) ( 9)

サラシ粉及び次亜塩素酸ナ トリウム中の

有効塩素の定量
2-10 1 14 15(31) (34)

炭酸カルシウム中のCaの定量 2--6 5 5(10) (15)

セメント中の Caの定量 3 1 4(8) ( 4)

銅の定量 4 1 5(10) (8)

過酸化水素水中のH202の定量 2 1 3(6) (17)

クロム鉱中のCrの定量 ( 2)

亜砒酸中の砒素の定量 ( 2)

Sn C12中 の Snの定量 ( 2)

亜硫酸ソーダ中の亜硫酸の定量 2 2(4) ( 6)

酸化還元滴定のうち分類が不明の学校 6 6 (13) (28)

キレー ト滴定 2--10 15 (31) (25)

AgN03標 準溶液の調製 2- 4 1 1 6 (13) (19)

Clの 定量 2- 4 ユ 5 1 7(15) (15)

KCN中 の CNの定量 1 1( 2) ( 2)

沈殿滴定で分類が不明な学校 1 1 ( 2) (11)

|

|
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Э 製 造
レ
し 学 他

実  験  テ  ー マ 時 間 数
実 施 校 数

前回 (%)
1年 2年 3年 計 (%)

①無機化合物の製造

NaHC03及 びNa2C03 0 0 ( 6)

硫 酸 銅 5- 9 9 3 12 (25) ( 8)

硫酸第 1鉄 2 2(4)

アル ミニウム ミョウバ ン 2 2(4) ( 6)

塩酸,硫酸,硫酸亜鉛 0

チオ硫酸 ソーダ,炭酸カリウム,硝酸銅 ,

ホウ酸,鉄 ミョウバ ン

2 2( 4)

②有機化合物の合成

酢酸エチル 4--20 1 9 26 (54) (57)

石鹸,合成洗済 4-16 6 , Zl 12(25) (21)

ブ ドウ糖 (庶糖の加水分解法 )

ニ トロベ ンゼ ン 3-20 41 (85) (81)

アニ リン 3--24 42 (88) (87)

アセ トアニ リト 5 15 35 (73) (47)

スル ファニル酸 (Naの塩含む ) 0~ 5 15 16 31 (65) (64)

メチル オ レンジ 3-― 0 4 6(13)

オ レンジ E 3- 8 17 41 (85) (68)

フ ェ ノ ー ル 樹 脂 1 1( 2) (11)

尿素樹脂 2 4 6(13) (13)

ニ トロアニ リン (■1又 はp) 1 1 2

ブロムベ ンゼ ン 2

サ ッカ リン 1 1 2

酢酸 ビニルの重合 3-- 15 , 6 8(17) (21)

安息香酸 5-15 3 0 9(19) (25)

アセ トフェノ ン l 1

βナフタリンスルホン酸

ヨー ドホル ム

ポ リビニル アル′コール 1 1 2

ピクリン酸 1 1
,

ニ トロフェ ノール

アミノ酸ショウ7由

アルデヒド。乳化斉1。
ベンベルグ.ス ル

ファニルアミド。酢酸鉛。ブロムエチル。

クレヨン。 イじ粧品

2 2

ニ トロアセ トアニ リド。 ジフェニルメタ

ン。アントラキノン。 フタールイ ミド。

サ リチル酸メチル。 βナフチルメチルエ

ーテル。ハンザイエロー 5G。 アルキッ

ド樹 ]旨。マラカイ トグリーン。モノクロ

ベ ンゼ ン。塩化ベ ンゼ ンジア ノ`゙ニゥムの

カプロラクタム。塩化ベン ガ`イルG安息

香酸エチル。桂皮酸。βナフトール。メ

タクリル酸エステルアスピリン。 ドデシ

ルベンゼンナ トリウム。パラレッド。 フ

タル酸ブチル

1 2 11

その他,ハ ロゲン化,重合等の反応
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151 物 理 学

実 験 ア 時 間 数
実 施 校 数

前回 (%)1年 2年 3年 言「 (%)
密度 (比重)測定 2--10 1 24 9 34(71) (83)
屈折率潰1定 2- 9 30 (63) (68)
粘度測定 3-‐ 10 24 35 (73) (96)
表面張力測定 3- 9 9 30 (63) (79)
旋光度演1定 2- 8 14 11 25 (52) (62)
温 度 計 2- 3 7 7(15) (21)
弓1火点,発火点の浸1定 2- 5 3 , 5(10)|(25)
比熱の潰1定 2 2(4) ( 4)
熱電対温度計 J 2 3 ( 6) (11)
抵抗温度計 3 2 5 (10) ( 6)
分子量潰1定 (凝固点降下法 ) 3- 9 15 10 25 (52) (43)
分子量測定 (沸点 上昇法

'

1 9 3(6) ( 8)
分子量測定 (蒸気密度測定法 ) 5- 6 3 8 17

分子量測定 (方法不明)
, 4 6

酢酸エチルの加水分解速度 4--10 3 5 8 8

反応速度 (反応種類不明) 3--12 6 8

化学平衡 (平衡定数 ) 2-12 3 6 9

溶液の PHの漬1定 3--12 1 13 10 ′ｌｉ

電位差 (起電力)潰1定 3-10 8 12 (62

導電率 (伝導度)沢1定 3- 8 5 14

分解電圧の測定 3- 8 11 14 ( 53

ホイー トス トーン及びコールラウシュブリッジ 2- 8 1 9 7 17 (13

輪率の測定 9 , 4 (  4

電気量の測定 2 ( 4 (  6

ファラデーの法則 3- 9 8 7 15(31 (11

オームの法則,抵抗測定 2-- 5 l 6 3 10 (21 ( 9

溶解熱の浪1定 つ
1 3  (  6 ( 15

中和熱の潤1定 3- 6 1 11 ( 23) (23

GM管 の動作特性 b- 4 3 3 6(13) (19'
シンチレーション管の動作特性 3- 4 Zl 2 6(13) ( 13

半減期,壊変定数の測定
|

1 1( 2) (13

γ線又はβ線の吸収 1 1( 2) ( 9)

逆自乗の法則 2 2(4) (  6

β線の最大飛程とエネルギー 1 1 ( 2) (8
コンプ トン散乱,In(OH)3の 生成 ( 2

放射線測定 (う ちわけ不明) 1 l 2(4) (21

吸着 (溶液中か ら固体表面へ ) 6- 8 3 13(27) (34

分配の法則 2- 5 3 8 11(23)
固体の溶解度 4- 7  1  2 3 8 (17) (15)
液体の相互溶解度 4 1 5(10) (15)
二成分系の沸点 1 1 ( 2, ( 4)

液体の蒸気圧の測定 1 2 3( 6) ( 4)
三成分系状態図 1 1 2(4) ( 4)

相状態図の作成 1 2 3( 6) ( 2)

合金の状態図cコ ロイ ド溶液の調製 と透析。
難溶塩の溶解度。酸化還元電位の測定Dメ
ッキ,融点浜1定

9

)

-114-



③ 機 器 分 析

実  験  テ  ー マ 時 間 数 校
一叫

数

言1(%) 前回 (%)

電位差滴定 3- 15 8 32 ( 67) 68)

伝導度 (導電率)滴定 3-- 12 9 28 ( 58) ( 66)
高周波滴定 1 2 3 (  6) 8)
吸光光度浜1定 による分析 3-- 32 5 39  ,  44 ( 92 ( )

電 解 分 析 3-- 18 3 ( ( 28)
ガスクロマ トグラフィー 4-- 24 2 49 (100) ( 94)
ポーラログラム 3- 12 ( ( 85)
赤外線吸収スペク トル 4- 16 ( 44) ( 72)
原 子 吸 光 4-- 32 1 ( 85) ( 43)
電 気 泳 動 0 U (  4)
イオ ン交換 クロマ ト 1 1 (  2) (  4)
元 素 分 析 3- 8 6 6(13) (19)
電子計算機実習 6-102 6 9 29 ( 60) ( 55)
発 光 分 析 | 1 1( 2) 4)
ペーパークロマ ト。示差熱分析 6- 9 2 3 5(10) (  2)
高速 7夜 クロ 3 3( 6)

○

0

⑦ 学 工 学

実  験  テ  ー マ 時 間 数
実 施 校 数

前回 (%)1年 2年 3年 計 (%)
単 蒸 留 3--12 28 31(65) (43)
精 3--20 34 34 (71) (87)
粉 砕 2- 4 3 19(40) (43)
粒度分布,サ イクロン試験 2- 5 2 22 (46) (64)
熱伝導,熱交換 3- 8 5 36 (75) (87)
乾 燥 2- 6 16(33) (40)
流量,流動潤1定 2- 8 10 45 (94) (94)
ガ ス 吸 収 3- 2 9 9(19) (32)
濾 過 試 験 2- 2 3 17 (35) (36)
撹 伴 試 験 2 2(4) ( 9)
平衡 蒸 留 4--18 16(33) (30)
蒸 発 3--15 6 6 (13) (13)
沈 降 分 離 2 2(4) ( 8)
ボイラー試験 2--12 12 12 (25) (13)
集 塵 実 験 1 1( 2) ( 4)
自動制御 (流量,液面等 ) 2-―-30

1 11(23) (19)
金属顕微鏡ゥ衝撃試験。引張 り試験 1 1( 2) ( 2)

フ
　
・し

一
理

レ
処

ク
質
定

卜
物
測

一
害
度

オ
有
濁

っ腐食試験D金属表面処理
凝集試験。加圧浮上試験。

プラント実習 4-63 1 14 15(31)
石鹸の製造 6--18 5 5 (10) ( 4)
フェノール樹脂製造 6--35 4(8) ( 8)
水性及び油性ヮックス 5--15 1 7 8 (17) ( 9)

合成洗斉」製造 l 1(2) ( 4)
デン粉糖化 2 2(4) ( 9)
排 水 処 理 3- 13(27) (11)
乳化斉1製造 1 2 3 ( 6) ( 6)
精留 フ

゜
ラ ン ト 6--24 12(25) ( 4)

パイビング。プラスチック加工。熱電対の
原理。熱効率.品質管理6流動層 各 1
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① 工 業 分 析  そ の 他

実  験  テ  ー  マ 時 間 数
実

４
也 校 数

前回 (%)
1年 2年 3年 言十 (%)

ガ ス 分 析 3- 6 3 1 4( 8) (23)

セメントの分析 4--30 8 2 10(21) (32)

油脂の分析 4--18 5 21 (44) (60)

燃料の発熱量 3--12 3 8 11(23) (28)

合金の分析 3--12 3 3 6(13) (25)

水の硬度浸1定 3--18 6 27 (56) (38'

水中の塩素イオ ンの分析 3- 8 2 12(25) (25)

CODの 浸」定 3--20 7 28 (58) (32)

水の分析 (分類不明) 5--27 1 4 18 (38) (32)

石炭の分析 4 3 7(15) (

鉄鉱石の分析 2 2(4) (13)

水中の溶存酸素の分析 3--20 2 6(13) ( 8)

肥料の分析 6- 9 1 1 2(4) ( 8)

食品分析 (蛋自質,糖分 ) 6-21 6 2 8 (17) (25)

排気ガス分析

鉄中の Sの定量。粉塵中の鉄の定量。空気

中の粉塵の測定。大気中の悪臭成分,NOx
S02の分析.

l 1

(3)ま とめ

各学校での実験テーマ数については全体 として大きな変化はないものとみ られる。単位数の減少

分は個々の実験テーマにかける時間の短縮によって対処 しているものと考え られる。分野毎の特徴

点は以下のようである。

。基礎実験

天秤の取扱いは全学校で実施 していると思われるが,直示天秤を簡単に説明 している学校は,

今回は回答 しなかったものと考えられる。

天秤を除いたテーマについては,実施 している学校が増えている。 これは各学校とも基礎的実

験を重視 してきているためと考え られる。

。定性分析

各テーマごとに実施校が増加 しているが,学校によって 1テ ーマにかける時間のバラつきが大

きい。つまり,短時間で 1つ のテーマを終了 して しまう学校が増えた (1テ ーマにかける最低時

間数は前回 5時間,今回 2時間である)。 同様な事は他の実験分野について も言える。

。実量分析

中和滴定,酸化還元滴定の基本的テーマつまり炭酸 ソーダ標準溶液の調製,塩酸溶液およびカ

セイソーダ溶液の調製,KMn04標 準溶液の調製, シュウ酸 ソーダ溶液の調製が増加 している。

。製造化学

無機合成を実施 している学校は前回同様少いが,硫酸銅の製造は増加 している。

有機合成はあや り変化はないが, アセ トアニ リドおよびオ レンジⅡの合成が増加 している。

。物理化学

密度,粘度,表面張力,旋光度,反応速度,化学平衡,電位差,吸着,分配の法則等多 くのテー

≫
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マで実施校が減少 している。また,放射線測定を行 っているところは極 くわずかであるっ この中

で,ホ イー トス トンやコールラウシュブ リッジやファラデーの法則等簡単な電気的測定が増加 し

ているのが目立つ。

。機器分析

前回とあまり変化はないが,ポ ーラログラム,赤外線吸収スベク トルが急減 し,原子吸光が急

増 している。吸光光度測定,ガスクロ,原子吸光はほとんどの学校で実施 している。
ο化学工学

前回とほとんど変化はない。 ワックス,排水処理,精留などのプラント実習がわずかに増加 し

た。

。工業分析

ほとんどのテーマについて実施校がわずかに減少 しているが,水 について硬度浸1定, CODの
測定が増加 している。

8.建 築 科 に お け る 実 験・ 実 習

調査対象55校 に調査依頼 し,42校から回答が寄せられた。それらを集計 した結果を以下に述べる。

(1)実 習の単位数

学年別の実習の単位数と実施校数を表 1に , 3年間の合計単鮭数と実施校数を表 2に示す。

表 1 実習の学年別単位教分布

単位数
学 年

0 2 3 4 5 6 7 8

1 学  年 6 4 1

2 学  年 18 5 1

3 学  年 4 2 l

表 2 実習の 3年間合計単位数分布

単 位 数 4 5 6   1    7 9 10 11 12 13 14

実 施 校 数  1 3 5 4 2 2 2 0 0 1

表 1よ り,学年号1の実習の単位数は 1学年で 0単位, 2学年で 2～ 3単位, 3学年では 3～ 4単

位配当 している学校が多い。前回の分 市と比較すると, 1学年で32校が 0単位と極端に減 っている

のは工業基礎を導ス、したためと考え られる。 2・ 3学年についてはあまり変化がみ られない。ただ

し,工業基礎の中で実習の内容を実施 している学校がかなりあると推測される。

表 2よ り, 3年間合計単位数について見ると, 6単 虚の所にヒータを示 している。前回は 7～ 8

単位にかなり集中 していたので,全体 としては 1～ 2単位程度実習が削減 されたことを示す.

(2)実験・実習の実施状況
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① 浸」 里 実 習

実 習 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

距離浸1量 2～ 16 11

平板浸1量 3-30
水準浸1量 4～ 27 3

トランシッ ト測量 4-30 , 13

建築工事測量 (測設) 2～ 30 ? 4

面積,体積の計算 2～ 24 つ 9

コンピューターの不」用 4～ 20 1 0 0 4

験（② 本オ

1交
■
Ｌ

木   材 ～ 20

～ 12

l

0

2

4

1

2

5

1

0

」

3

5

7

6

4

5

3

0

３

一
３

一
４

一
５

一
４

一
１

一
５

一
０

一
０

一
７

嚇幅一動一̈一諏
一卜
一識

げ

フ

一重

曲

ア

一比

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

．

Ｉ

Ｌ

τ

　

Ｆ

‐

―

―

―

卜

」

一

骨

凝結試験

強さ試験

粉末度試験

安定性試験

材

4

4

4

36

8

12

24

8

2

48

12

6

6

12

12

4

6

6

10

36

24

7

33

7

3

35

30

21

19

13

18

10

2

わ
あ

あ

一量
一

和
一帥
一翻
一疎
一

■

細
一粗
一表
一

Ｆ

Ｉ

‐

―

け試験

比重および吸水量試験

比重および吸水量試験

4

■

1

1

1

1

0

0

》
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① 構 造 実 験

実 習 プ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年
一一
一̈
ロ

平鋼の曲げ試験 2～ 0

部 平鋼の引張試験 2～ 0 2 6

材 帯板の破壊線の測定 2 0 1 0 ]

H形鋼の曲げ試験 2- 4 0 1 1

実
長柱試験 2 0 0 1 1

験 鋼材の曲げ (片特梁) 2～ 4 0 1 3

薄鋼板はりのたわみと横座屈実験 3～ 6 0 1 2 3

接

仝

木材継手実験

(釘, ボル ト接合,接着斉1)

2～  18 1 5 8 14

部 リベット切継試験 3 0 1 1

実 鉄骨造接合部 2～ 4 1 2 1 4

高カボル ト結合と普通ボル ト結合との比較 1～ 6 0 つ 3 5

骨

組

実

験

ス トレンゲージによる鋼構造物試験 1- 24 0 l 7 8

鉄筋 コンクリー トばりの載荷試験 2～  10 0 0 8

鉄骨ラーメンの曲げ試験 4 0 0 1 1

鉄筋 コンクリー ト山形 ラーメンの強度試験

木造構造物試験

木材の組み立て曲げ材の強さ

(IFイ予トラス)

7 0 1 0 1

木造 トラスの載荷試験 0 1 0 1

溶接強度試験 3- 9 1 1 2 4

溶接部の非破壊試験

ラーメ ンの光弾性試験 2- 8 0 3 7

鉄筋 コンクリー トの非破壊試験 2- 8 0 0

電気抵抗線ひずみ計によるひずみの浪1定 1 - 14 0 1 7

構造計算

(鉄骨造,鉄筋 コンクリー ト造工場,事務所等 ,

基礎演習 )

6～ 1 1 15

コンピュー タ利用 0 1 1 2

○

○

-1綱
― 一



④ 言十 画 実

時間数 (hr)
実

一年

日影曲線と隣棟間隔の測定

炭酸ガス濃度の測定

室内気流の漫1定 (換気 。通風 )

力夕寒暖計による室内風速の測定

気温,気圧,湿度の測l定

壁体の熱貫流率の測定

1室内温度分布の測定

有効温度の溜1定

じえ′あい量の潰1定

「  1    8

９

一

１

一

１

一

３ ２

…
51 H

1   1    3   1       4

2 1 4 1  6しゃ音特性の測定

１

一
０

一

４

３

一

３

一

３

電燈数の算出

建築と色彩 (色の沢1定 )

コンピュータ利用

騒音測定

室内音圧分布の浪1定

室内残響時間の測定

明りょう度の漂1定

昼光率の測定

照度の測定

日射量の測定

日照時間の潰1定

建

築

音
響

採
光
と
照
明

時間数 (hr)

直管,曲管,ベ ンチュリ管等の抵抗と流量測定

給排水設備,衛生設備

配菅の接合,検査

空

気

調

相́

ユ改
備

空気調和設備実験

(][]][][]草 [定

事務室 の暖房負荷計算

簡易冷暖房負荷計算

空気線図と空調計算            1  3～ 4

パ ッケージ型空調機の冷暖房能力の計算

設備の設計と製図

電気設備

住宅の屋内電灯配線設計

2～ 35 1 1 1 0 1 7 1  8

ゝ
ノ
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③ 施 工 実 習

実 習 ア マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

基

　

本

木工機械 1 -  30 6 5 4

なわ張 り,水盛 りやりかた 2～  20 2 3 12

地業,基礎 2-  6 0 1 5 6

木造実習 6-- 50 7 18 7

「
工具の手入れ 1-- 24

1-- 24

6 8 3

1 墓ちみ 7 12 4

1 加土′継手:荘 Lう 2- 24 7 11 4

1 建芳 2- 6

2-- 15

9-- 12

2-- 15

2

3

6

3

1

51 原寸図

1 飾りlllあ製作 3

2

1

4

1

1

5

7L木造倉庫の製作

鋼構造実習 6～  40 ９

一

７

一

３

一

８

一

４

一

１

18

15

8

12

9

1

2

一― 現寸図

力日正 (け がき, 工作 )

建方 (組立セ ット)

溶接

自転車置場

3～

2～

15～

2～

4

1～

‐５

一

‐８

一

３〇

一

９

一

　

一

５L自動車庫 2

鉄筋 コンクリー ト造実習 3-120

2～  40

3- 40

1- 40

0

0

1 15

「
地業・墨出 し 1

1 加工 。組立て ]

L現寸図 l 6 7

ブロ、ック造実習 4～  15 0

1

1

・４
＾
一　

，
ι

一　
′４

4

3

5[31号亮ォ
4～  6

4^ウ  9

地盤調査

地耐力載荷試験

4 1 1

塗装実習 4 0 0 1 l

積  算

[今:ッサ[コ
ン列―卜と姫L

2- 24 1 4 17

見 学

[ti菫重量,ソ看層ム種量
造,2に筋コンクリート

2～  40 8 11

確認申請書の書き方 1～  10 0 0 4 4

コンピュータ利用 9～ 12 0 0 2 2

0

●
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製

実 時間数 (hr) 二
‐‐

製図の基礎

〔用具,線 ,投影法 , Ll」 断, 相貫体 |

1透
視図法

(よ臥晶I£緊f)

2～  30

写  生

水彩画

スケ ッチ (静物及び建物 )

写真模写

立体作成 (粘土 ,マ ット紙)~~~~可  3～  11

彫 塑
|

―

マ ッ ト紙 ,

1本構造の設計製図

1鉄骨造の設計製図

鉄筋 コンクリー ト造の設計製図 1   20-256

6～  40

自由課題

卒業設計
―
― ―「 70-105

実

一
年

6～  70

設

言
―「

製

図

晴

Ｉ 成

成

一構

彩

一構

一
の

の

一体

ヽ
　
　
一

建築模型製作

ステ ロンサ
　
ド
　
宅

′ヾ′レ

ボ．
　

，
住

庫
品

所

倉

小

料
　
　
務

造

風

材
　
　
事

木

洋

Ｆ

Ｌ

コ ンピュー タ利用
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C)

① 測量実習

各実習項目はほぼまんべんなく実施されている。実施時期 は,距離測量 と平板沢1量 に関 して |ま

一定の学年に集中せず, 1～ 3年の各年次に行なゎれている。一方,水準測量・ トランシット漬1

量・面積 体積計算は 2・ 3年 次に,建築工事測量は 3年次に集中 して行なわれている傾向がみら

れ る。なお,近年普及 しつつあるコンピュータを用いて漫1量 計算等を行っている夕1も僅かではあ

るがみ られる。

② 材料実験

各実習項目はほぼまんべんな く実施されている。特に実施校の多いテーマは,木材では圧縮試

験, セメントでは比重試験 と強さ試験,骨材ではバ、るいわけ試験, コンクリー トではスランブ試

験・圧縮強さ試験・調合設計,鋼材では鉄筋の引張試験,で ある。実施時期は,木材・ セメント

・骨材・鋼材については 2年次を中心に, コンクリー トは 2・ 3年次に実施されている傾向がみ

られる。

③ 構造実験

各実習項 目ともに実施校は少ない。実施時期は 2・ 3年次で, とりわけ 3年次に集中 している

傾向がみられる。なお,① の浸l量実習同様 にコンピュータを用いている例 も僅かなが らみられる。

④ 計画実習

各実習項目ともにまんべんなく実施 されている.特 に実施校の多いテーマは,建築と気候では

日影曲線 と隣棟間隔の測定と有効温度の沢1定,建築音響では騒音測定,採光 と照明では昼光率の

測定 と照度の測l定,で ある。実施時期は,ほ ぼ 2・ 3年次に集中 している。

⑤ 設備実習

この設備実習は③の構造実験 と同様に各実習項 目全体にわたり実施校が少ない。実施時期は 3

年次に集中 している。

③ 施工実習

各実習項目はほぼまんべんなく実施されているc特に実施校の多いテーマは,基本ではなわ張

り 。水盛 りやりかた,本造実習では墨付・加工,鋼構造実習では現寸図,であり,積算・見学 も

多 く実施されている。実施時期は,基本が 2・ 3年次,木造実習は 1・ 2年次を中心に実施され ,

また,鋼構造は 2・ 3年次,鉄筋 コンクリー ト造・ ブロック造・積算は 3年次にそれぞれ行なわ

れる傾向がある。なお, コンピュータを用いて行 っている所 も僅かなが らみられる。

C 製  図

各実習項 目はほは実施されている。特 に実施校の多いテーマは,製図の基礎,造形では透視図

法・ 色彩・模型製作,設計製図では木構造の設計である。また, コンピュータを用いている所や

卒業設計を実施 している例 も見 られる。実施時期は,基礎が 1年 次,造形は主に 1・ 2年次であ

り,設計製図は 2・ 3年次に集中 している傾向がみ られる。

(3)ま とめ―-1976年の調査結果 との比較を通 して一一

i)1976年 度調査 との比較

① 測量実習

面積体積計算の実施校が前回 3校 しかなかったのに対 し,今回は27校に急増 していることを除

けば,他のテーマの実施状況は前回と同様の傾向がみ られる。時間数については変化がみ られ,

例えば,今回実施校の増加 している面積体積計算は前回 3～ 10(hr)で あったのが 2～24(hr)

C
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となっている。

② 材料実験

各項 目の実施状況は前回 とあまり変化がない。実施時期についてみていくと,木材関係の項 目,

では,前回 3年次で実施 していた例は 2例 と少なく,例えば,引 張試験は 1年次実施 4例 , 2年

次実施 3例 , 3年次実施はなかったのに対 ヒ,今回は 1年次実施がな く, 2年 次実施 3例 , 3年

次実施 3例 となっている。 この

'1に

端 的に示 されているように,実施時期に注目す ると,1・ 2

年次実施か ら2・ 3年次実施へとスライ ドしている傾向がみられる。 この実施時期のスライド化

傾向は,他のセメン ト・骨材・ コンクリー トに関する実習で も同様で,例えば,骨材では前回 1

年次で も実施例が見らオ1たのにかかわ らず,今回は 1年次での実施例はほとんどみ られなかった

り,ま た, コンクリー トでは前回 2年次で実施された傾向の強かったスランプ試験や調合設計は

今回 3年次で 主に実施されている。 このような実施時期のスライ ド化傾向は,後述する如 く他の

実習にも指摘できるものである。

一方,実施された実習の授業時間数に注 目すると,各実習の多 くは最低時間数はより少 なくな

り,ま た,最多時間数はより多くなるという二極化傾向が見 られる。例えば,前回セメン トに関

する実習の時間は 6～2S(hr),同 様に骨材は 6～20(hr)であったのに対 し,今回セメン トは 2

～36(hr),骨材は 2～ 48(hr)と なっている。この授業時間の二極化傾 向 も後述するように他

の実習にも共通 して指摘できるものである。

③ 構造実験

構造実験は今回も前回と同様に実施校の数が少ない。実施されたテーマもほとんど変化がない

が,接合部実験の木材継手実験が 7校から14校 に,同様 に骨組実験の鉄筋 コンクリー トの非破壊

試験が 2校か ら6校 に,電気抵抗線ひずみ計によるひずみの測定が 2校か ら8校へとそれぞれ実

施校が増加 していることが異なる。

時間数については,例えば前回 4～ 8(hr)だ った木材継手実験が 2～ 18(hr),鉄 筋 コ ンク

リー トの非破壊試験では 4(hr)が 2～ 8(hr)と 変化 しており,前述 した二極化傾向がみ られ

る。

④ 計画実習

実施校数の多いテーマは前国とほぼ変わらないものの, じんあい量の漫1定が前回実施校が 15校

と多かったのに対 し,今回は 3校 に,ま た前回 2校 と少なかったカタ寒暖計による室内風速の浸1

定が今回16校 に増加 している。

実施時期について見てみると,前回わずかながらも 1年次に実施されていたテーマが 9例 あっ

たが,今回は 4例 と減少 し,大部分のものが 2・ 3年次に実施 されている。 このことは,先のス

ライド化傾向を示 しているものと考え られる。

時間数は,多 くのテーマが前回最低時間が 2時間であったのに対 し,今回最低時間を 1時間と

する

'1が

8例存在する。 また,室 内気流の浸1定 は 3～ 4(hr)が 1～ 4(hr),騒 音浸1定 は 3～

8(hr)は 2～ 12(hr)な どのように変化 しており,二極化傾向を示 していると考えられる。

③ 設備実習

設備実習の実施校が他の実習 と比べ少ないのは前回と共通 している。実施時期は前回も3年次

に集中 しており,そ のためスライ ド化の傾向は見 られない。実施テーマは,前回,設備の設計と

製図の実施校が 5校 と比較的多 く,反対に電気設備が 1校 と少なかったのが,今回は前者は 2校

と減 り, 後者は逆に 8校 と増力日していることが注目さオ■る。

時間数は,空気調和設備実験では前回 8～ 12(hr)で あったのに対 し。今回は 3～ 16(hr)に
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蒙.

変化 しており,二極化傾向を見ることが出来る。

⑥ 施工実習

各 テーマの実施状況は前回 とあまり変化がないが,各テーマの中で実施校数が大きく変化 して

いるものを挙げると,鋼構造実習が24校から17校 に, ブロック造実習が10枝 か ら4校にそれぞれ

減少 している。逆に増加 したものは見学で,10校か ら25校 に増加 している。

実施時期 について見てみると,本造実習は,前回主に 1年次を中心に実施され,3年次 はほと

んど実施例がなか ったが,今回は 2年次を中心に実施 されると共に 3年次でも実施例を見ること

が出来る。同様に,鉄筋 コンクリー ト造実習 も前回 2年次に実施されていたものが,今回はほと

んど 3年次で実施されてい ろ。 このように,実施時期のステイ ド化傾向を見ることが出来る。

一方,時間数に関 しては,例えば,本工機械は前回10～ 16(hr)だ ったが,今回は 1～ 30(hr)

となり, 本造実習は10～ 40(hr)が, 6～ 50(hr)に ,鋼構造実習も9～ 36(hr)が 6～40(hr)

に, 鉄筋 コンクリー ト造実習も8～ 35(hr)が 3～ 120(hr)に 変化 している。 このように他の

実習同様二極化傾向を見 ることが出来る。

⑦ 製  図

各 テーマの実施状況は前回より実施校が増加 している。特に造形および設計製図の実施校数が

大きく増加 している。夕1え ば,造形では色彩は前回 6校だったのが19校 に,写生は 1校か ら9校

に,ス ケッチは 2校か ら9校へと増加 している。同様 に本構造の設計は 8校か ら53校 に,鉄骨造

の設計は 3校か ら29校へと増加 している。

実施時期について見て行 くと,造形実習は前回主に 1年次で実施されていたが,今回は 102
年次にわたって実施されている。 このことは実施時期のスライ ド化を示す ものと考え られる。

時間数については,製図の基礎は前回10～ 30(hr)′:っ たのが,今回は 6～70(hr)に ,ま た ,

色彩は 6～ 8(hr)が 2～ 81(hrヽ に変 fヒ しているなどの
「 Jがあり,二極化傾向を指摘出来ようc

ii)ま とめ

以上, 1976年 度調査 と今回の調査を比較 してみて来た。その結果,各実習にはぼ共通 して見

られる傾向として,実施時期のスライ ド化傾向と実習時間の二極化傾向の二点が注目される。

スライド化傾向 とは,前回 1年次で実施 していた ものが今回の調査で 2年次に実施されていた

り,同様に 2年次の実施が 3年次^、 とくり上 っていることを示すものである。一方,二極化傾向

とは各実習の授業時間数が前口と比べ最低時間数はより少なくなり,ま た,最多時間数はより多

くなるということを示す ものである。 このような新たな傾向が見 られるようになった要因の一つ

は, 1976年以降 1年次に 工業基礎」。「工業数理J等 の新 しい科目が導入されたことにより生

じたと推察される。

すなわち,推測の域を出ないが,1年次に新 しい科目が導入されたことにより,従来の実習時

間数が減少されてい 3。 これにより,時間不足のため従来実施 していた内容を消化出来ずに,そ
の未消化部分が例えば 1年次のものが 2年次へ, 2年次のものが 3年次へとくり上って実施され

ることになり,ス ライド化傾向を生み出すことに至ったと考えられる。また,授業時間の二極化

傾向も実習の時間数の減少に起国するものと考えられる。最低時間数がより少なくなったのは,

時間数の減少を従来の実習テーマ数を変え′3こ となく,各テーマの配分時間を減少することで解

決 しようとしたことにより,生 じたものと考えられる。一方,最多時間数がより増加 したのは,

時間数の減少を,従来の実習テーマ数を少なくして特定のテーマだけを集中的に実施することで

解決しようとしたことにより生じたと考えられる.こ のような 2つ の方法で各高校が時間不足を

，
こ
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解消 していたことにより,二極化傾向が生 じたのであろう。

このように,新 しい科目の導入は他の科 ロヘ大きく影響を与えることが明 らかとなった。その

影響力をあらか じめ予沢1し ておかなければ,新 しい試みもまた悪い結果を生むこともありうるの

ではないだろうか。 ここで確信 されたスライ ド化や二極化傾向は,実習の教育内容の変化 として

どのような問題を生み出 したのかGこ の点が今後の課題 と考えている。 この点は,今回のアンケ

ー トの実施の中で同時に行 った「工業基礎の受け止め方」の反応の中にも示されており,解決 し

なければならない重要なテーマと考えている。

9.おわ りに
本調査に回答を寄せ られ, ご協力いただいた学校の先生方に深 く感謝致 します。 1.で述べたように,

諸般の事情によりこの報告には機械科・土木科・情報技術科 。電子機械科の各実習についてのまとめ

を収録できなか った。それ らについては別冊の形でなるべく早 くまとめる予定である。今回の集計の

まとめをする中で,高校の工業教育がかなり大きな岐路に立たされていることを痛感 した次第である。

次の学習指導要領改訂でどのような方策が打ち出されて くるのであろうか,注 目したい所である。

本報告の作成は工業教科内容調査研究会の中で,次のように分担 して行った。 1～ 4を長谷川, 5

を井上 (道), 6を り|1上 , 7を 橋川, 8を内田,が分担執筆 し,全体の調整を長谷川が行 った。なお,

今回の調査および報告作成の際,小菅京,石橋勝典,長谷川恵子の各氏に多大のご助力をいただいたc

また,本校々長平井聖先生をはじめ本校関係者にもご理解 とご支援をいただいた。記 して厚 く謝意を

表 します。
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